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十
五
の
春
、夢
に
向
か
い
羽
ば
た
く

　
早
春
の
う
ら
ら
か
な
一
日
と
な
っ
た
３
月
８
日
、市
立
中
学
校
全
５
校
で
卒
業
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。今

年
の
卒
業
生
は
鷹
巣
中
学
校
が
１
２
５
人
、鷹
巣
南
中
46
人
、合
川
中
59
人
、森
吉
中
60
人
、阿
仁
中
32
人
の

計
３
２
２
人
。各
校
の
卒
業
生
た
ち
は
祝
福
す
る
恩
師
や
在
校
生
た
ち
と
の
別
れ
を
惜
し
み
な
が
ら
そ
れ
ぞ

れ
の
思
い
出
を
胸
に
親
し
ん
だ
学
び
舎
を
巣
立
ち
ま
し
た
。（
写
真
は
合
川
中
学
校
）

市
内
５
中
学
校
で
卒
業
式

キ
ロ
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◇秋田県知事選挙◇秋田県議会議員補欠選挙
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一人一人の一票で　拓け秋田の新時代�

用
く
だ
さ
い
。�

　「
期
日
前
投
票
」を
す
る
際
は
、投
票
所
入

場
券
の
裏
面「
期
日
前（
不
在
者
）投
票
宣
誓

書
兼
請
求
書
」に
、あ
ら
か
じ
め
記
入
の
う

え
ご
持
参
く
だ
さ
い
。�

▽
不
在
者
投
票�

　
出
稼
ぎ
等
で
滞
在
先
の
選
挙
管
理
委
員

会
に
お
い
て
不
在
者
投
票
を
す
る
場
合
は
、

「
期
日
前（
不
在
者
）投
票
宣
誓
書
兼
請
求
書
」

に
記
入
の
う
え
、選
挙
管
理
委
員
会
に
投
票

用
紙
を
請
求
し
て
く
だ
さ
い
。投
票
用
紙
の

郵
送
手
続
き
に
日
数
が
か
か
り
ま
す
の
で
、

請
求
は
早
め
に
済
ま
せ
て
く
だ
さ
い
。�

　
ま
た
、不
在
者
投
票
の
指
定
を
受
け
た
病

院
・
施
設
に
入
院
・
入
所
さ
れ
て
い
る
方
は
、

そ
の
病
院
・
施
設
で
投
票
が
で
き
ま
す
。�

　
詳
し
く
は
、選
挙
管
理
委
員
会
ま
で
お
た

ず
ね
く
だ
さ
い
。�

▽
郵
便
に
よ
る
不
在
者
投
票
が
で
き
ま
す�

　
両
下
肢
・
体
幹
・
移
動
機
能
の
重
度
の
障

害
な
ど
に
よ
り
、身
体
障
害
者
手
帳
ま
た
は

戦
傷
病
者
手
帳
の
交
付
を
受
け
て
い
る
方

市
区
域
内
に
引
き
続
き
住
ん
で
い
て
、住
民

基
本
台
帳
に
登
録
さ
れ
て
い
る
方�

※
平
成
21
年
１
月
５
日
以
降
に
北
秋
田
市

か
ら
県
内
の
他
の
市
町
村
に
転
出
さ
れ
た

方（
選
挙
人
名
簿
に
登
録
さ
れ
て
い
る
方
）

は
、転
出
先
の
市
町
村
か
ら
交
付
さ
れ
る「
引

き
続
き
県
内
に
住
所
を
有
す
る
旨
の
証
明

書（
又
は
住
民
票
の
写
し
）」の
提
示
が
あ
れ

ば
、北
秋
田
市
で
知
事
選
挙
及
び
県
議
会
議

員
補
欠
選
挙
の
投
票（
期
日
前
投
票
、不
在

者
投
票
を
含
む
）を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。�

　
な
お
、市
長
選
挙
及
び
市
議
会
議
員
補
欠

選
挙
に
つ
い
て
は
、投
票
日
ま
で
に
転
出
さ

れ
た
方
は
選
挙
権
が
な
く
な
り
、入
場
券
が

あ
っ
て
も
投
票
す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。�

�
■
投
票
当
日
ご
都
合
の
悪
い
方
は
期

日
前
投
票
、不
在
者
投
票
が
で
き
ま
す�

▽
期
日
前
投
票�

　
仕
事
や
冠
婚
葬
祭
、旅
行
等
や
む
を
得
な

い
理
由
で
投
票
日
に
投
票
す
る
こ
と
が
で

き
な
い
方
は
、「
期
日
前
投
票
」制
度
を
ご
利

■
投
票
日
・
投
票
時
間�

�

投

票

日
　
平
成
21
年
４
月
12
日（
日
）�

投
票
時
間
　
午
前
７
時
〜
午
後
７
時�

�
　
投
票
は
、市
内
62
カ
所
で
行
わ
れ
ま
す
が
、

今
回
の
選
挙
も
投
票
所
の
閉
鎖
時
刻
が
１

時
間
繰
り
上
げ
ら
れ
、午
後
７
時
ま
で
と
な

り
ま
す
。�

　
ま
た
、一
部
の
投
票
区
で
は
さ
ら
に
１
時

間
繰
り
上
げ
午
後
６
時
ま
で
と
な
り
ま
す
。

　
各
自
の
投
票
所
に
つ
い
て
は
投
票
所
入

場
券
で
、確
認
し
て
く
だ
さ
い
。（
投
票
所
入

場
券
を
３
月
24
日
ご
ろ
に
発
送
し
ま
す
）�

�

■
投
票
で
き
る
方�

�

　
次
の
条
件
を
す
べ
て
満
た
し
て
い
る
方
が
、

投
票
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。投
票
所
入
場

券
に
記
載
さ
れ
て
い
る
投
票
所
で
投
票
し

て
く
だ
さ
い
。�

▽
平
成
元
年
４
月
13
日
以
前
に
生
ま
れ
た
方�

▽
平
成
21
年
１
月
４
日
以
前
か
ら
北
秋
田

　
秋
田
県
知
事
選
挙
（
３
月
26
日
告
示
）
、
秋
田
県
議
会
議
員
北
秋
田
市
北
秋
田

郡
選
挙
区
補
欠
選
挙
（
４
月
３
日
告
示
）
、
北
秋
田
市
長
選
挙
、
北
秋
田
市
議
会

議
員
補
欠
選
挙
（
４
月
５
日
告
示
）
が
、
４
月
12
日
に
行
わ
れ
ま
す
。�

　
こ
れ
か
ら
の
県
政
、
市
政
を
託
す
人
を
決
め
る
大
切
な
選
挙
で
す
。
私
た
ち
の

明
る
い
豊
か
な
地
域
づ
く
り
の
た
め
、
忘
れ
ず
に
投
票
し
ま
し
ょ
う
。�

投票日は４月１２日（日）�

　　なまはげめいすいくん

せ
ん
き
ょ�
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票
と
な
り
、市
長
選
挙
及
び
市
議
会
議
員

　
補
欠
選
挙
の
投
票
は
で
き
ま
せ
ん
の
で

　
ご
注
意
く
だ
さ
い
。�

�

■
投
票
の
順
序
と
用
紙
の
色�

　
投
票
は
、①
秋
田
県
知
事
選
挙
、②
秋
田

県
議
会
議
員
補
欠
選
挙
、③
北
秋
田
市
長
選

挙
、④
北
秋
田
市
議
会
議
員
補
欠
選
挙
の
順

に
行
い
ま
す
。�

　
投
票
用
紙
は
、秋
田
県
知
事
選
挙
は「
白

色
」、秋
田
県
議
会
議
員
補
欠
選
挙
は「
橙
色
」、

北
秋
田
市
長
選
挙
は「
水
色
」、北
秋
田
市
議

会
議
員
補
欠
選
挙
は「
薄
黄
色
」と
な
っ
て

い
ま
す
。�

�

■
開
票
は
鷹
巣
体
育
館
で
行
い
ま
す�

　
今
回
の
選
挙
の
開
票
は
、投
票
日
当
日
の

午
後
８
時
30
分
か
ら
鷹
巣
体
育
館
で
行
い

ま
す
。�

　
開
票
は
、秋
田
県
知
事
選
挙
、秋
田
県
議

会
議
員
補
欠
選
挙
、北
秋
田
市
長
選
挙
、北

秋
田
市
議
会
議
員
補
欠
選
挙
の
順
に
行
わ

れ
ま
す
。�

�

や
、介
護
保
険
証
に
要
介
護
状
態
区
分
が
要

介
護
５
で
あ
る
者
と
し
て
記
載
さ
れ
て
い

る
方
で「
郵
便
投
票
証
明
書
」の
交
付
を
受

け
て
い
る
方
は
、郵
便
に
よ
る
不
在
者
投
票

を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。�

　
詳
し
く
は
、選
挙
管
理
委
員
会
ま
で
ご
相

談
く
だ
さ
い
。�

�

■
期
日
前
投
票
の
期
間
・
場
所�

【
期
間
】�

▽
秋
田
県
知
事
選
挙�

　
　
３
月
27
日（
金
）〜
４
月
11
日（
土
）�

▽
秋
田
県
議
会
議
員
補
欠
選
挙�

　
　
４
月
４
日（
土
）〜
４
月
11
日（
土
）�

▽
北
秋
田
市
長
選
挙
・
北
秋
田
市
議
会
議
員

　
補
欠
選
挙�

　
　
４
月
６
日（
月
）〜
４
月
11
日（
土
）�

【
場
所
】�

▽
北
秋
田
市
役
所
本
庁
３
階
会
議
室�

　
　
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
８
時�

▽
合
川
支
所
、森
吉
支
所
、阿
仁
支
所�

　
　
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
７
時�

�

※
前
田
出
張
所
は
、移
転
に
伴
い
ス
ペ
ー
ス

　
の
確
保
が
困
難
と
な
っ
た
こ
と
か
ら
期

　
日
前
投
票
が
で
き
ま
せ
ん
の
で
、前
記
の

　
期
日
前
投
票
所
で
投
票
し
て
く
だ
さ
い
。�

※
３
月
27
日
か
ら
４
月
３
日
ま
で
は
知
事

　
選
挙
の
み
、４
月
４
日
・
５
日
は
知
事
選

　
挙
と
県
議
会
議
員
補
欠
選
挙
の
み
の
投

選挙人名簿定時登録者数（単位：人）� 平成２１年３月２日現在�

投 票 区 �

鷹巣第１      

鷹巣第２

鷹巣第３

南 鷹 巣

摩　　当

太　　田

掛　　泥

綴　　子

田子ケ沢

岩　　谷

糠　　沢

田　　中

坊　　沢

緑 ケ 丘

黒　　沢

今　　泉

前　　山

坊　　山

小　　森

沢　　口

川　　口

1,269

804

1,099

1,050

208

371

204

825

74

24

312

452

642

138

12

211

176

68

184

238

95

2,400

1,466

2,009

1,931

403

697

393

1,495

142

50

589

835

1,211

238

24

383

325

129

358

447

182

1,131

662

910

881

195

326

189

670

68

26

277

383

569

100

12

172

149

61

174

209

87

投 票 区�

七 日 市

葛　　黒�

竜　　森

明 利 又�

道　　城

上　　杉

合川駅前�

川　　井

金　　沢

木 戸 石

増　　沢

李　　岱      

新 田 目

羽 根 山

根 　 田

三　　里

三 木 田

鎌　　沢

杉 山 田

米内沢第１

米内沢第２

�

�

942

200

107

53

206

791

711

868

631

815

231

467

229

252

381

196

278

186

157

1,011

790

476

106

51

26

112

420

390

456

304

430

119

263

127

138

205

108

152

93

83

542

414

466

94

56

27

94

371

321

412

327

385

112

204

102

114

176

88

126

93

74

469

376

投 票 区�

本　　城

米内沢駅前

長　　野

大 野 岱

浦　　田

桂　　瀬

前　　田

小　　又

新 屋 布

五 味 堀

巻　　渕

三 　 枚

吉　　田�

水　　無

銀 　 山�

荒　　瀬

伏　　影

根 　 子�

比 立 内

中　　村

合　　計�

�

352

514

579

168

416

233

574

391

274

542

255

43

381

517

679

286

161

164

803

261

32,802

191

261

301

86

226

119

323

219

140

270

136

22

176

297

371

155

90

93

429

136

17,512

 161

253

278

82

190

114

251

172

134

272

119

21

205

220

308

131

71

71

374

125

15,290

計�男� 女� 計�男� 女� 計�男� 女�

■
お
問
い
合
わ
せ

北
秋
田
市
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局

　
　
　
　
　
　
a

62-

６
６
１
４
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３月定例議会行政報告（その１）�

　
平
成
21
年
３
月
定
例
議
会
は
、２
月
24
日
に
開
会
、３
月
10
日
ま
で
の
会
期

で
開
か
れ
ま
し
た
。議
会
初
日
に
は
、行
政
報
告
と
上
程
さ
れ
た
各
議
案
の
大

綱
質
疑
、ま
た
26
日
に
は
一
般
質
問
が
行
わ
れ
ま
し
た
。こ
の
後
、各
常
任
委
員

会
で
付
託
さ
れ
た
議
案
を
審
議
し
、10
日
の
最
終
日
に
採
決
が
行
わ
れ
ま
し

た
。３
月
定
例
議
会
の
行
政
報
告
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

３
月
定
例
議
会�

行

政

報

告

�

(1)
�

　
総
務
部
関
係

■
総
務
課�

　
定
額
給
付
金
に
つ
い
て
、北
秋
田
市
で

は
外
国
人
登
録
者
も
含
め
３
万
８
５
９
５

人
に
給
付
さ
れ
る
見
込
み
と
な
り
ま
し
た
。

給
付
に
は
迅
速
な
対
応
を
す
る
た
め
総
務

課
内
に「
給
付
金
準
備
室
」を
設
置
し
、事

務
費
等
の
予
算
措
置
も
含
め
、給
付
へ
の

準
備
作
業
を
進
め
て
お
り
ま
す
。実
際
の

給
付
開
始
は
新
年
度
以
降
と
な
る
見
込
み

で
す
。�

　
平
成
20
年
度
の
職
員
退
職
者
数
は
、年

度
途
中
の
退
職
者
２
人
を
含
め
49
人
の
予

定
で
す
。�

■
危
機
管
理
対
策
室�

　「
避
難
判
断
・
伝
達
マ
ニ
ュ
ア
ル
」は
、今

年
度
中
に
各
自
治
会
へ
配
布
、避
難
所
施

設
へ
の
備
え
付
け
を
完
了
す
る
予
定
で
す
。�

　
ま
た
、市
民
へ
の
周
知
と
、避
難
行
動
に

役
立
た
せ
る
た
め
、「
避
難
所
表
示
板
設
置

事
業
」と
し
て
、10
箇
所
の
避
難
所
に
表
示

板
を
設
置
し
て
い
ま
す
。�

　
孤
立
化
集
落
の
情
報
通
信
解
消
対
策
と

し
て
、衛
星
携
帯
電
話
を
６
台
購
入
し
、対

象
集
落
全
て
に
設
置
し
ま
す
。�

�

　
企
画
部
関
係�

■
総
合
政
策
課�

　「
秋
田
内
陸
地
域
公
共
交
通
総
合
連
携

計
画
」の
策
定
に
つ
い
て
は
、「
秋
田
内
陸

地
域
公
共
交
通
連
携
協
議
会
」が（
株
）ラ

イ
ト
レ
ー
ル
に
業
務
委
託
し
、市
民
３
０

０
０
人
を
対
象
と
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
と
、

集
落
並
び
に
関
係
事
業
者
へ
の
調
査
を
実

施
し
て
い
ま
す
。�

　「
行
財
政
改
革
大
綱
」は
、大
綱
案
及
び

実
施
計
画
案
の
策
定
を
終
え
ま
し
た
。市

長
へ
報
告
し
、今
後
は
市
長
を
本
部
長
と

す
る
行
政
改
革
推
進
本
部
で
検
討
し
、更

に
は
市
民
の
皆
様
方
か
ら
の
意
見
も
い
た

だ
き
な
が
ら
、財
政
の
健
全
化
に
向
け
鋭

意
取
り
組
み
ま
す
。�

　
４
月
か
ら
の
組
織
機
構
は
、個
々
具
体

的
な
事
務
分
掌
の
取
扱
い
を
、関
連
部
署

で
調
整
を
図
り
な
が
ら
進
め
て
い
ま
す
。�

■
財
政
課�

　
20
年
11
月
15
日
〜
21
年
１
月
30
日
ま
で

の
工
事
等
発
注
状
況（
５
０
０
万
円
以
上
）

は
13
件
、契
約
額
は
２
億
８
４
３
０
万
７

千
円
で
す
。�

�

　
市
民
生
活
部
関
係�

■
市
民
課

　
平
成
20
年
12
月
末
日
現
在
の
住
民
登
録

者
数
は
、３
万
８
４
４
８
人
で
そ
の
内
訳

は
、男
１
万
８
１
２
８
人
、女
２
万
３
２
０

人
、世
帯
数
は
１
万
４
７
０
１
世
帯
で
す
。�

■
保
険
課�

　
平
成
19
年
度
国
民
健
康
保
険
医
療
給
付

の
費
用
額
は
、68
億
６
８
２
５
万
６
千
円

で
す
。ま
た
、20
年
度
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予

防
接
種
助
成
事
業
で
は
、１
２
９
４
件
、１

９
３
万
２
２
８
１
円
を
助
成
し
て
い
ま
す
。�

■
医
療
推
進
課�

　
市
民
病
院
の
建
築
工
事
は
、柱
、床
、天

井
の
躯
体
工
事
が
終
了
し
、１
月
末
現
在

の
進
捗
率
は
74
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。　

　
米
内
沢
病
院
事
務
組
合
に
つ
い
て
は
、

去
る
12
月
26
日
に
存
続
に
向
け
、上
小
阿

仁
村
と
覚
書
を
締
結
し
、今
後
２
年
間
の

継
続
が
決
ま
り
ま
し
た
。�

■
阿
仁
病
院�

　
平
成
20
年
度
の
決
算
見
込
み
は
、単
年

度
収
支
額
と
し
て
、お
よ
そ
５
０
０
万
円

ほ
ど
の
利
益
を
計
上
す
る
こ
と
が
出
来
る

も
の
と
見
込
ま
れ
て
い
ま
す
。�

■
保
健
セ
ン
タ
ー�

　
65
歳
以
上
の
介
護
予
防
健
診
か
ら
、特

定
高
齢
者
と
な
っ
た
方
を
対
象
に
運
動
機

能
向
上
や
栄
養
改
善
等
の
介
護
予
防
事
業

を
実
施
し
て
い
ま
す
。�

　
生
活
習
慣
病
予
防
事
業
に
つ
い
て
は
、

す
こ
や
か
健
康
講
座
を
開
催
し
、１
６
１

人
の
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。�

�

■
生
活
環
境
課�

　
北
秋
田
地
区
交
通
・
防
犯
指
導
隊
連
合

会
安
全
祈
願
祭
及
び
査
閲
式
を
１
月
10
日
、

合
川
支
所
で
開
催
し
ま
し
た
。�

　
ク
リ
ー
ン
リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー
の
ダ

イ
オ
キ
シ
ン
類
対
策
特
別
措
置
法
の
規
制

に
よ
る
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
類
等
排
出
量
の
分

析
結
果
は
、１
号
炉
の
排
出
量
が
０
・
０

５
ナ
ノ
グ
ラ
ム
、２
号
炉
の
排
出
量
が
０
・

１
２
ナ
ノ
グ
ラ
ム
と
い
う
結
果
が
で
て
お

り
、１
、２
号
炉
と
も
に
基
準
値
を
下
回
っ

て
い
ま
す
。�

▲たくさんの市民が健康について理解を深
めた「すこやか健康講座」
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福
祉
事
務
所
関
係�

�

■
福
祉
課 �

　
生
活
保
護
世
帯
数
は
、３
３
０
世
帯
、４

３
５
人（
２
月
１
日
現
在
）で
す
。�

　 

平
成
21
年
度
の
市
内
11
認
可
保
育
園
へ

の
入
園
申
込
み
は
、８
７
１
人（
１
月
末
現

在
）で
、入
園
審
査
を
実
施
し
、入
園
決
定

を
行
っ
て
い
ま
す
。ま
た
、南
鷹
巣
保
育
園

の
改
築
工
事
は
、園
舎
の
竣
工
検
査
を
終

え
、12
月
29
日
か
ら
新
園
舎
で
の
保
育
を

行
っ
て
い
ま
す
。�

������������

　
国
の
子
育
て
応
援
特
別
手
当
に
つ
い
て

は
、対
象
児
童（
約
３
５
０
人
）へ
の
支
給

に
向
け
て
、準
備
を
行
っ
て
い
ま
す
。�

　
北
秋
田
市
コ
ウ
ノ
ト
リ
委
員
会
で
は
、

12
月
13
日
に
大
館
能
代
空
港
タ
ー
ミ
ナ
ル

ビ
ル
を
会
場
に「
出
会
い
の
集
い
」を
開
催

し
、男
性
28
人
、女
性
26
人
が
参
加
し
、４

組
の
カ
ッ
プ
ル
が
誕
生
し
ま
し
た
。�

■
高
齢
者
支
援
課�

　
介
護
保
険
は
、要
支
援
・
要
介
護
認
定
者

数
が
２
６
３
３
人（
12
月
末
現
在
）で
、そ

の
内
サ
ー
ビ
ス
受
給
者
が
２
１
２
６
人
で
、

認
定
者
数
に
対
す
る
受
給
率
は
80
・
74
％

で
す
。�

　
第
４
期
計
画（
平
成
21
年
度
〜
23
年
度
）

は
、高
齢
者
福
祉
・
介
護
保
険
事
業
運
営
委

員
会
を
５
回
開
催
し
、今
後
３
年
間
の
給

付
費
及
び
必
要
介
護
保
険
料
額
を
検
討
し
、

条
例
改
正
案
を
上
程
し
て
い
ま
す
。�

　
北
秋
田
市
福
祉
の
雪
事
業
の
利
用
登
録

は
、１
０
２
８
世
帯（
１
月
27
日
現
在
）で
、

そ
の
内
一
人
暮
ら
し
が
６
４
１
世
帯
、高
齢

者
世
帯
が
３
３
２
世
帯
で
、本
年
度
よ
り

作
業
単
価
を
統
一
し
て
実
施
し
て
い
ま
す
。�

■
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー�

　
介
護
予
防
事
業
と
し
て
、要
支
援
・
要
介

護
と
な
る
お
そ
れ
の
あ
る
高
齢
者（
特
定

高
齢
者
）を
対
象
と
し
た
介
護
予
防
プ
ラ

ン
の
作
成
等
を
行
っ
て
い
ま
す
。70
人（
12

月
末
現
在
）が
運
動
器
の
機
能
向
上
、栄
養

改
善
、口
腔
機
能
向
上
等
の
サ
ー
ビ
ス
を

利
用
し
て
お
り
、機
能
改
善
等
も
報
告
さ

れ
て
い
ま
す
。�

　
包
括
的
支
援
事
業
は
、総
合
的
な
相
談
・

支
援
・
権
利
擁
護
等
を
行
っ
て
い
ま
す
。電

話
・
来
所
・
訪
問
等
に
よ
る
相
談
の
延
べ
件

数
が
２
１
９
８
件（
12
月
末
現
在
）あ
り
、

う
ち
虐
待
を
含
む
権
利
擁
護
等
は
２
３
８

件
で
、そ
れ
ぞ
れ
の
状
況
に
応
じ
て
解
決

に
向
け
対
応
し
て
い
ま
す
。�

　
産
業
部
関
係�

�

■
商
工
観
光
課 �

　
新
春
恒
例
の「
大
太
鼓
の
た
た
き
初
め
」

が
１
月
２
日
、大
太
鼓
の
館
で
行
わ
れ
ま

し
た
。約
１
０
０
人
の
関
係
者
及
び
帰
省

客
が
見
守
る
な
か
、館
内
に
雷
鳴
の
よ
う

な
大
音
響
を
轟
か
せ
、同
館
へ
の
誘
客
と

１
年
の
安
全
を
祈
願
し
ま
し
た
。�

������������

　
森
吉
山
の
樹
氷
観
賞
が
、１
月
10
日
か

ら
３
月
８
日
ま
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。ま

た
、「
森
吉
山
阿
仁
ス
キ
ー
場
を
考
え
る
会
」

が
１
月
21
日
に
開
か
れ
、樹
氷
を
見
学
・
体

験
し
、同
ス
キ
ー
場
を
Ｐ
Ｒ
す
る
方
策
等

を
話
し
合
い
ま
し
た
。�

　
地
域
経
済
・
雇
用
情
勢
の
一
層
の
悪
化

を
受
け
、設
置
し
て
い
た「
北
秋
田
市
緊
急

雇
用
対
策
庁
内
連
絡
会
議
」を
、１
月
30
日

に
市
長
を
本
部
長
と
す
る「
北
秋
田
市
緊

急
雇
用
対
策
本
部
」に
切
替
え
設
置
し
ま

し
た
。関
係
機
関
と
も
連
携
を
強
化
し
、雇

用
及
び
企
業
支
援
に
関
す
る
対
策
を
講
ず

る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。�

■
企
業
誘
致
推
進
室 �

　
独
立
行
政
法
人
森
林
総
合
研
究
所
主
催

に
よ
る「
木
質
バ
イ
オ
エ
タ
ノ
ー
ル
製
造

実
証
プ
ラ
ン
ト
in
北
秋
田
記
念
講
演
会
」

が
、北
秋
田
市
文
化
会
館
で
開
催
さ
れ
、市

民
や
関
係
者
約
５
０
０
人
が
新
エ
ネ
ル
ギ
ー

の
意
義
や
将
来
性
に
つ
い
て
理
解
を
深
め

ま
し
た
。�

　
木
質
バ
イ
オ
エ
タ
ノ
ー
ル
製
造
実
証
プ

ラ
ン
ト
建
設
予
定
地
で
、起
工
式
並
び
に

安
全
祈
願
祭
が
行
わ
れ
、森
林
総
合
研
究

所
、県
、市
、工
事
関
係
者
等
約
30
人
が
出

席
し
、工
事
の
安
全
を
祈
願
し
ま
し
た
。

■
農
林
課 �

　
平
成
21
年
産
米
の
需
要
量
に
関
す
る
情

報
は
、県
よ
り
通
知
さ
れ
、本
市
の
数
量
は

１
万
９
０
３
２
ト
ン
で
、前
年
と
比
較
す

る
と
２
０
０
ト
ン
の
減
と
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
に
基
づ
き
、北
秋
田
市
米
政
策
推
進

協
議
会
の
協
議
を
経
て
、鷹
巣
地
域
水
田

農
業
推
進
協
議
会
、阿
仁
部
地
域
水
田
農

業
振
興
協
議
会
に
情
報
提
供
を
し
ま
し
た
。

今
後
は
、各
協
議
会
が
生
産
調
整
方
針
を

作
成
し
、農
家
に
生
産
目
標
数
量
を
配
分

す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。�

　
木
材
公
共
施
設
整
備
事
業
は
、南
鷹
巣

交
流
セ
ン
タ
ー
及
び
幸
屋
交
流
セ
ン
タ
ー

建
設
工
事
が
３
月
完
成
を
目
指
し
て
工
事

を
進
め
て
い
ま
す
。�

３月定例議会行政報告（その１）�

▲新園舎が完成し、保育環境が充実した南
鷹巣保育園

▲大太鼓の館への誘客と１年の安全を祈願
した「大太鼓のたたき初め」

�

�
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３月定例議会行政報告（その２）�

３
月
定
例
議
会�

行

政

報

告

�

(2)
�

　
建
設
部
・
水
道
課
関
係

■
都
市
計
画
課�

　
都
市
計
画
道
路
・
太
田
川
口
線
整
備
事

業
の
用
地
取
得
等
進
捗
率
は
、件
数
比
93

％
、金
額
比
96
％（
１
月
末
現
在
）で
す
。ま

た
、本
体
工
事
は
第
二
期
工
事
を
発
注
し

ま
し
た
。�

������������

　
市
営
住
宅（
仮
称
）阿
仁
合
団
地
整
備
事

業
に
係
る
基
本
設
計
業
務
に
つ
い
て
は
、

市
内
の
建
築
設
計
事
務
所
を
対
象
に
プ
ロ

ポ
ー
ザ
ル
方
式
に
よ
り
選
考
し
、委
託
契

約
を
締
結
し
ま
し
た
。�

　
ま
た
、年
次
計
画
で
進
め
て
い
る
既
存

住
宅
へ
の
火
災
警
報
器
の
設
置
に
つ
い
て

は
、今
年
度
６
団
地
１
６
９
戸
を
施
行
し
、

全
戸
数
の
52
％
が
完
成
し
て
い
ま
す
。�

■
建
設
課�

　
地
方
道
路
交
付
金
事
業
の
平
里
線
旧
橋

撤
去
工
事
は
進
捗
率
50
％
、東
根
田
下
杉

線
の
用
地
は
、全
体
の
お
お
よ
そ
半
分
に

あ
た
る
27
筆
に
つ
い
て
売
買
契
約
を
締
結

し
、登
記
作
業
を
進
め
て
い
ま
す
。�

　
除
雪
は
、例
年
よ
り
降
り
始
め
が
遅
く
、

積
雪
も
少
な
め
で
す
が
、一
斉
出
動
が
10

回
か
ら
多
い
地
区
で
24
回（
１
月
末
現
在
）

で
す
。ま
た
、路
面
整
正
や
排
雪
作
業
も
随

時
行
っ
て
い
ま
す
。�

■
下
水
道
課�

　
下
水
道
使
用
料
金
統
一
な
ど
を
審
議
す

る「
北
秋
田
市
下
水
道
事
業
運
営
審
議
委

員
会
」を
設
置
し
ま
し
た
。審
議
の
結
果
、

下
水
道
事
業
再
評
価
の
対
象
と
な
る
合
川

処
理
区
と
阿
仁
合
処
理
区
の
事
業
を
継
続

す
る
こ
と
が
妥
当
で
あ
る
こ
と
と
、下
水

道
料
金
は
、統
一
料
金
と
す
る
こ
と
が
妥

当
な
ど
と
答
申
さ
れ
ま
し
た
。�

　
公
共
下
水
道
事
業
工
事
の
発
注
状
況
は
、

鷹
巣
処
理
区
分
と
し
て
、幹
線
工
事
３
件
、

マ
ン
ホ
ー
ル
ポ
ン
プ
設
置
工
事
１
件
と
面

整
備
工
事
１
件
を
発
注
し
、阿
仁
合
処
理

区
分
と
し
て
、面
整
備
工
事
１
件
を
発
注

し
て
い
ま
す
。�

　
農
業
集
落
排
水
事
業
工
事
の
発
注
状
況

は
、道
城
地
区
の
本
管
布
設
工
事
１
件
を

発
注
し
て
い
ま
す
。�

■
水
道
課�

　
上
水
道
事
業
の
、平
崎
上
岱
地
区
配
水

管
布
設
工
事
は
、完
成
し
て
い
ま
す
。�

　
簡
易
水
道
の
、合
川
・
森
吉
・
阿
仁
３
地

区
の
災
害
復
旧
工
事
は
、完
成
し
て
い
ま

す
。�

�

　
消
防
本
部
関
係�

■
常
備
消
防

　
平
成
20
年
の
災
害
概
要
は
、火
災
が
30

件
発
生
し
、火
災
種
別
で
は
建
物
火
災
が

16
件
、林
野
火
災
が
４
件
、そ
の
他
火
災
が

10
件
で
す
。損
害
額
は
１
億
79
万
９
０
０

０
円
、死
者
は
４
名
、負
傷
者
は
８
名
で
す
。�

　
救
急
出
場
件
数
は
１
２
８
４
件
で
、急

病
８
８
６
件
、一
般
負
傷
１
３
６
件
、転
院

搬
送
１
２
５
件
、交
通
事
故
87
件
等
で
す
。

救
助
出
場
は
45
件
で
14
名
を
救
助
し
て
い

ま
す
。�

　
捜
索
出
動
状
況
は
、３
件
発
生
し
死
亡

発
見
が
２
人
、１
人
の
方
は
捜
索
活
動
時

発
見
に
到
ら
ず
、年
末
に
な
り
能
代
市
内

の
米
代
川
で
死
亡
発
見
さ
れ
て
い
ま
す
。�

　
消
防
の
広
域
化
は
、構
成
５
市
町
村
の

副
首
長
に
よ
る
、連
絡
調
整
会
議
が
開
催

さ
れ
、懸
案
と
な
っ
て
い
る
広
域
化
の
手

法
に
つ
い
て
、当
市
を
含
む
４
市
町
村
が

一
部
事
務
組
合
、大
館
市
が
委
託
と
見
解

が
二
分
し
た
形
で
意
見
集
約
し
ま
し
た
。

こ
の
こ
と
か
ら
平
成
22
年
度
中
に
広
域
化

の
実
現
を
図
る
と
し
た
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
等

も
含
め
、５
月
に
予
定
さ
れ
て
い
る
首
長

会
議
に
最
終
判
断
を
ゆ
だ
ね
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。�

　
住
宅
用
火
災
警
報
器
設
置
状
況
は
、74

自
治
会
か
ら
申
請
が
あ
り
、２
４
１
２
世

帯（
１
月
30
日
現
在
）で
設
置
し
、補
助
金

72
万
３
６
０
０
円
を
交
付
し
て
い
ま
す
。�

■
非
常
備
消
防�

　
市
消
防
出
初
め
式
が
阿
仁
地
区
を
会
場

に
消
防
関
係
者
７
３
０
人
が
参
加
し
、実

施
さ
れ
ま
し
た
。阿
仁
山
村
開
発
セ
ン
タ
ー

前
か
ら
阿
仁
体
育
館
ま
で
分
列
行
進
を
行

い
、引
き
続
き
行
わ
れ
た
式
典
で
は
永
年

消
防
団
員
と
し
て
の
活
動
や
功
績
の
認
め

ら
れ
た
団
員
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。�

������������

　「
文
化
財
防
火
デ
ー
」に
伴
う
訓
練
を
、

本
城
地
内
の
金
家
住
宅
に
お
い
て
実
施
し

ま
し
た
。こ
の
訓
練
に
は
森
吉
支
団
第
２

分
団
が
参
加
し
ま
し
た
。�

▲730人が参加し、分列行進で士気を高めた
市消防出初式（阿仁地区）

▲本体工事が始まった都市計画道路太田川
口線整備事業
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教
育
委
員
会
関
係�

■
総
務
課 �

　
竜
森
小
学
校
は
、明
治
11
年
の
創
立
以

来
、１
３
０
年
の
歴
史
に
幕
を
閉
じ
る
こ

と
に
な
り
、３
月
21
日
に
閉
校
記
念
式
典

が
挙
行
さ
れ
ま
す
。ま
た
、鷹
巣
南
小
学
校
・

竜
森
小
学
校
統
合
に
係
る
準
備
委
員
会
も
、

協
議
事
項
や
備
品
等
の
確
認
を
終
え
、統

合
準
備
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。�

�������������

　
あ
き
た
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
学
園
で
は
、年

明
け
関
東
・
関
西
で
入
園
募
集
の
Ｐ
Ｒ
活

動
を
行
い
、新
た
に
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
も
開

設
さ
れ
、情
報
発
信
し
て
引
き
続
き
学
園

生
の
募
集
に
努
め
ま
す
。�

■
義
務
教
育
課�

　
秋
田
県
中
学
校
ス
キ
ー
大
会（
鹿
角
市
、

仙
北
市
）で
、阿
仁
中
学
校
が
男
子
総
合
優

勝
し
ま
し
た
。加
賀
巧
哉
さ
ん（
阿
仁
中
３

年
）は
純
飛
躍
で
３
連
覇
、複
合
で
も
優
勝

と
２
冠
に
輝
き
、回
転
で
は
上
杉
郷
さ
ん

（
同
３
年
）も
２
連
覇
を
達
成
し
ま
し
た
。

距
離
競
技
に
お
い
て
も
、男
子
５
㎞
で
佐

藤
太
一
さ
ん（
阿
仁
中
２
年
）が
フ
リ
ー
優

勝
、ク
ラ
シ
カ
ル
３
位
、女
子
３
㎞
で
梅
田

香
寿
美
さ
ん（
合
川
中
３
年
）が
ク
ラ
シ
カ

ル
で
優
勝
、フ
リ
ー
で
準
優
勝
、松
橋
ユ
キ

ナ
さ
ん（
阿
仁
中
２
年
）が
ク
ラ
シ
カ
ル
３

位
と
活
躍
し
ま
し
た
。�

　
東
北
中
学
校
ス
キ
ー
大
会（
山
形
県
）で

は
、加
賀
巧
哉
さ
ん
が
純
飛
躍
、複
合
を
制

し
２
冠
と
い
う
偉
業
を
達
成
し
ま
し
た
。

ま
た
、距
離
競
技
女
子
３
㎞
フ
リ
ー
で
梅

田
香
寿
美
さ
ん
が
３
位
と
な
り
ま
し
た
。�

　
平
成
20
年
度
の
市
立
小
・
中
学
校
及
び

幼
稚
園
の
卒
業
・
卒
園
予
定
者
は
、小
学
校

３
０
７
人
、中
学
校
３
２
２
人
、幼
稚
園
６

人
で
、将
来
へ
の
大
き
な
期
待
を
胸
に
、思

い
出
に
満
ち
た
学
舎
を
巣
立
っ
て
い
き
ま

す
。ま
た
、平
成
21
年
度
入
学
・
入
園
予
定

者
は
小
学
校
２
１
２
人
、中
学
校
２
９
７

人
、幼
稚
園
６
人
で
、希
望
に
満
ち
た
入
学

（
園
）を
迎
え
ま
す
。�

■
高
校
教
育
課�

　
冬
季
休
業
期
間
中
に
介
護
福
祉
科
３
年

生
は
、介
護
福
祉
士
国
家
試
験
対
策
の
た

め
補
習
授
業
を
行
い
、普
通
科
・
情
報
ビ
ジ

ネ
ス
科
も
資
格
取
得
の
た
め
検
定
試
験
を

実
施
し
ま
し
た
。ま
た
、部
活
動
で
は
、将

棋
部
松
橋
愛
美
さ
ん
は
東
北
大
会
女
子
個

人
で
３
位
、フ
ェ
ン
シ
ン
グ
部
は
東
北
大

会
で
男
子
団
体
優
勝
し
、３
月
に
行
わ
れ

る
全
国
大
会
に
出
場
し
ま
す
。�

　
平
成
20
年
度
卒
業
予
定
者
は
56
人
で
す
。

大
き
な
期
待
を
胸
に
思
い
出
深
い
学
舎
を

巣
立
っ
て
い
き
ま
す
。�

■
生
涯
学
習
課 �

　
第
３
回
わ
が
家
の
味
自
慢「
漬
け
物
コ

ン
ク
ー
ル
」が
森
吉
公
民
館
で
開
催
さ
れ
、

北
秋
田
市
・
上
小
阿
仁
村
か
ら
20
人
が
43

品
を
出
品
し
ま
し
た
。参
加
し
た
子
ど
も

と
主
婦
約
１
２
０
人
は
、食
文
化
の
伝
承

や
食
の
安
全
に
つ
い
て
学
び
合
い
ま
し
た
。�

�������������

　
胡
桃
館
遺
跡
分
布
範
囲
調
査
の
平
成
20

年
度
分
に
つ
い
て
、12
月
ま
で
に
地
中
レ
ー

ダ
ー
探
査
調
査
を
終
え
ま
し
た
が
、結
果

報
告
書
に
よ
る
と
数
箇
所
に
強
い
反
応
が

有
り
、遺
跡
の
存
在
が
濃
厚
で
あ
る
と
考

え
ら
れ
ま
す
。調
査
報
告
会
を
開
催
し
、調

査
内
容
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。�

■
公
民
館 �

　
平
成
20
年
度
の
各
公
民
館
主
催
の
定
期

講
座
は
、６
月
に
市
民
の
要
望
を
幅
広
く

取
り
入
れ
学
習
体
験
を
深
め
る
内
容
と
し

て
、44
講
座
を
開
設
し
順
調
に
運
営
し
て

い
ま
す
。講
座
の
大
部
分
は
２
月
中
に
終

了
し
、鷹
巣
地
区
で
は
講
座
で
学
ん
だ
成

果
や
体
験
を
発
表
す
る『
閉
講
の
つ
ど
い
』

を
開
催
し
ま
し
た
。�

■
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課 �

　「
第
61
回
大
館
・
北
秋
田
中
学
校
ス
キ
ー

大
会
」ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー
競
技
が
高
津

森
ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー
コ
ー
ス
で
開
催
さ

れ
ま
し
た
。大
会
に
は
大
館
・
北
秋
田
地
区

の
14
中
学
校
か
ら
男
女
合
わ
せ
て
25
人
が

参
加
、シ
ー
ズ
ン
幕
開
け
の
大
会
に
熱
戦

を
展
開
し
ま
し
た
。当
日
は
、秋
田
県
ス
キ
ー

連
盟
公
認
の「
第
21
回
森
吉
山
ス
キ
ー
大

会
」と
共
催
で
行
わ
れ
た
こ
と
か
ら
、小
学

生
か
ら
中
学
生
ま
で
１
４
４
人
の
参
加
選

手
で
競
技
が
行
わ
れ
ま
し
た
。�

　「
第
２
回
北
秋
田
市
民
ス
キ
ー
大
会
」が

薬
師
山
ス
キ
ー
場
で
開
催
さ
れ
、大
勢
の

市
民
で
賑
わ
い
ま
し
た
。大
会
は
、ス
キ
ー

の
普
及
と
市
民
の
健
康
増
進
、体
力
の
向

上
、住
民
の
親
睦
と
融
和
を
図
る
目
的
で

昨
年
か
ら
開
催
さ
れ
、当
日
は
薄
日
が
差

す
穏
や
か
な
天
候
の
な
か
、大
回
転
、距
離
、

リ
レ
ー
、ス
ノ
ー
ボ
ー
ド
な
ど
の
種
目
に

小
学
生
か
ら
一
般
ま
で
、選
手
３
３
０
人

が
出
場
し
ま
し
た
。�

３月定例議会行政報告（その２）�

▲閉校記念式典が挙行され、130年の歴史
に幕を閉じる竜森小学校

▲食文化の伝承や食の安全について学んだ
第３回我が家の味自慢「漬け物コンクール」

�

�



会
の
企
画
運
営
に
関
り
、ユ
ニ
カ
ー
ル
の
普

及
拡
大
に
多
大
な
貢
献
を
し
た
。�

�

■
特
別
栄
光
賞�

成
田
政
志
　（
フ
ェ
ン
シ
ン
グ
・
市
フ
ェ
ン

シ
ン
グ
協
会
）＝
’08
世
界
ベ
テ
ラ
ン
選
手

権
60
歳
以
上
男
子
フ
ル
ー
レ
個
人
２
位�

成
田
絢
子
　（
フ
ェ
ン
シ
ン
グ
・
日
本
フ
ェ

ン
シ
ン
グ
協
会
）＝
’08
ア
ジ
ア
選
手
権
大

会
女
子
エ
ペ
個
人
・
団
体
　
団
体
２
位
／
’08

世
界
選
手
権
大
会
女
子
エ
ペ
団
体
出
場�

工
藤
伸
也
　（
フ
ェ
ン
シ
ン
グ
・
中
央
大
学

４
年
）＝
第
58
回
全
日
本
学
生
フ
ェ
ン
シ
ン

グ
選
手
権
大
会
男
子
サ
ー
ブ
ル
個
人
優
勝

（
２
年
連
続
）／
’08
ア
ジ
ア
選
手
権
大
会
男

子
サ
ー
ブ
ル
個
人
・
団
体
出
場
／
’08
ワ
ー

ル
ド
カ
ッ
プ
ア
メ
リ
カ
大
会
男
子
サ
ー
ブ

ル
個
人
・
団
体
出
場�

近
藤
大
仁
　（
ス
キ
ー
ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー
・

鷹
巣
農
林
高
校
３
年
）＝
世
界
ジ
ュ
ニ
ア
選

手
権
ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク
距
離
複
合
20
キ
ロ
10

位
／
リ
レ
ー
５
位�

高
堰
美
里
　（
ス
キ
ー
ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー
・

米
内
沢
高
校
２
年
）＝
第
64
回
国
民
体
育
大

会
冬
季
大
会
ス
キ
ー
競
技
会
少
年
女
子
５

キ
ロ
ク
ラ
シ
カ
ル
優
勝
／
平
成
20
年
度
全

国
高
校
総
体
ス
キ
ー
競
技
女
子
10
キ
ロ
フ

リ
ー
準
優
勝�

松
岡
　
慧
　（
フ
ェ
ン
シ
ン
グ
・
合
川
高
校

２
年
）＝
ア
ジ
ア
・
カ
デ
・
フ
ェ
ン
シ
ン
グ
選�

　
受
賞
者
は
次
の
通
り
で
す（
敬
称
略
）。�

�

■
功
労
賞

山
田
　
隆
　（
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
・
綴
子
）�

　
協
会
の
会
計
を
担
当
し
会
の
健
全
な
運

営
に
尽
力
。県
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
協
会
の
代
議

員
、市
協
会
の
副
会
長
と
し
て
組
織
の
運
営

と
強
化
に
多
大
な
貢
献
を
し
た
。�

庄
司
康
宏
　（
山
岳
・
阿
仁
前
田
）�

　
秋
田
県
山
岳
連
盟
理
事
、森
吉
山
岳
会
副

会
長
、会
長
、北
秋
田
市
山
岳
協
会
会
長
を

歴
任
。森
吉
山
を
中
心
に
開
催
さ
れ
た
イ
ン

タ
ー
ハ
イ
、県
体
登
山
競
技
、日
本
ジ
ャ
ン

ボ
リ
ー
等
の
大
会
運
営
に
尽
力
さ
れ
た
。�

簾
内
　
宏
　（
ユ
ニ
カ
ー
ル
・
今
泉
）�

　
鷹
巣
町
及
び
北
秋
田
市
ユ
ニ
カ
ー
ル
協

会
の
設
立
に
尽
力
さ
れ
、初
代
会
長
に
就
任

後
は
組
織
の
充
実
、会
員
の
拡
充
、各
種
大

　
式
典
に
は
受
賞
者
及
び
関
係
者
な
ど
約

３
０
０
人
が
出
席
。功
労
賞
の
ほ
か
特
別
栄

光
賞
、栄
光
賞
の
個
人
及
び
団
体
、奨
励
賞

の
個
人
及
び
団
体
の
各
選
手
、チ
ー
ム
の
代

表
が
順
番
に
ス
テ
ー
ジ
上
で
松
田
会
長
か

ら
表
彰
状
を
受
け
取
り
ま
し
た
。�

　
こ
の
後
、功
労
賞
を
受
賞
し
た
ユ
ニ
カ
ー

ル
の
簾
内
宏
さ
ん
が
、受
賞
者
を
代
表
し
、

「
ス
ポ
ー
ツ
の
大
事
さ
や
あ
り
が
た
さ
を
今

一
度
噛
み
し
め
、こ
れ
か
ら
も
ス
ポ
ー
ツ
が

益
々
盛
ん
に
な
る
よ
う
に
協
力
し
て
い
き

た
い
」と
、謝
辞
を
述
べ
ま
し
た
。�

　
表
彰
セ
レ
モ
ニ
ー
終
了
後
、記
念
行
事
と

し
て
元
能
代
工
業
高
校
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー

ル
部
監
督
で
能
代
山
本
ス
ポ
ー
ツ
リ
ゾ
ー

ト
セ
ン
タ
ー
ア
リ
ナ
ス
館
長
の
加
藤
廣
志

氏
に
よ
る
講
演「
夢
に
生
き
る
〜
バ
ス
ケ
ッ

ト
ボ
ー
ル
と
私
」が
行
わ
れ
ま
し
た
。�

　
財
団
法
人
北
秋
田
市
体
育
協
会
（
松
田
光
朗
会
長
）
が
主
催
す
る
平
成
20
年
度
北

秋
田
市
ス
ポ
ー
ツ
賞
表
彰
式
が
２
月
28
日
、
市
文
化
会
館
で
開
か
れ
、
こ
の
１
年
間

に
ス
ポ
ー
ツ
で
功
績
の
あ
っ
た
13
団
体
67
人
が
功
労
賞
、
栄
光
賞
な
ど
各
賞
を
受

賞
し
ま
し
た
。
表
彰
式
の
様
子
と
受
賞
者
を
ご
紹
介
し
ま
す
。�

栄
誉
称
え
更
な
る
活
躍
を
期
待

栄
誉
称
え
更
な
る
活
躍
を
期
待�
栄
誉
称
え
更
な
る
活
躍
を
期
待

栄
誉
称
え
更
な
る
活
躍
を
期
待�
栄
誉
称
え
更
な
る
活
躍
を
期
待�

北
秋
田
市
体
育
協
会
平
成
20
年
北
秋
田
市
ス
ポ
ー
ツ
賞
表
彰
式�

�

た
か
し�

ま
さ
し�

ひ
ろ
こ�

し
ん
や�

ひ
ろ
と�

み 

り�さ
と
し�

や
す
ひ
ろ�

ひ
ろ
し�

▲この１年に功績のあった13団体67人が表彰を受けました
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能
代
北
高
校
剣
道
部

（
櫻
庭
杏
奈
　
藤
田
沙
穂
　
山
田
沙
紀
）  �

鷹
巣
中
学
校
男
子
陸
上
部
・
駅
伝
チ
ー
ム

（
高
橋
晃
平
　
伊
藤
西
志
　
畠
山
翔
太
　
日

下
部
祥
太
　
村
上
公
基
　
中
嶋
晃
大
　
松

尾
健
太
　
成
田
昴
平
　
三
沢
純
也
）  �

鷹
巣
中
学
校
女
子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部

（
成
田
梢
　
小
倉
朱
理
　
成
田
文
恵
　
村
上

ひ
か
り
　
村
上
香
純
　
成
田
梨
彩
　
小
笠

原
萌
　
松
尾
友
美
　
佐
藤
裕
佳
　
堀
内
美

優
　
津
谷
も
も
子
　
明
石
優
美
　
加
賀
育

美
　
山
本
和
　
鈴
木
彩
音
　
清
水
香
織)          �

森
吉
中
学
校
男
子
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
部

（
近
藤
広
康 

九
島
一
馬 

原
田
秋
宏  

三
輪

幸
成
　
武
石
涼
　
武
石
卓
也
　
安
藤
大
紀)�

合
川
中
学
校
女
子
陸
上
部
・
駅
伝
チ
ー
ム

（
湊
紗
樹 

成
田
愛
香 

佐
藤
彩
乃 

土
田
雛 

 
 
 

小
野
千
賀
子
　
湊
夏
樹)  �

阿
仁
中
学
校
女
子
陸
上
部
・
駅
伝
チ
ー
ム

（
佐
藤
め
ぐ
み
　
松
橋
薫
　
福
嶋
京
子
　
岡

本
夏
未
　
佐
藤
彩
乃
　
森
川
せ
つ
子
　
柴

田
愛
美)          �

鷹
巣
小
学
校
野
球
部

（
鈴
木
凌
真
　
相
馬
諒
　
伊
東
翔
　
近
藤
一

歩
　
成
田
勇
大
　
土
濃
塚
紳
　
武
藤
功
太 

桜
庭
和
矢
　
佐
藤
大
星
　
淡
路
翼
　
和
田

匡
史
　
奈
良
田
海
斗
　
後
藤
樹
紀
　
岩
澤

駿
　
堀
川
翼
　
大
塚
敦
貴
　
鈴
木
隆
也
　

松
田
夢
真
　
河
田
悠
真
　
小
松
岳
史)                          

宮
腰
泉（
同
）　
長
岐
拓（
フ
ェ
ン
シ
ン
グ
・

鷹
巣
南
中
学
校
）　
佐
藤
秀
貴（
フ
ェ
ン
シ

ン
グ
・
合
川
中
）　
秋
山
羅
衣（
野
球
・
合
川

中
）　
佐
々
木
修
平（
ス
キ
ー
・ 

阿
仁
中
）　

馬
淵
優
衣（
ス
キ
ー
・
鷹
巣
小
）　
北
林
治
朗 

 
 
 

（
相
撲
・
鷹
巣
小
）　
若
松
裕（
相
撲
・
前
田
小
）

三
浦
京
子（
ラ
ー
ジ
ボ
ー
ル
卓
球
・
市
卓
球

協
会
）　
金
田
ヨ
エ（
同
）　
成
田
敦
子（
同
）

高
橋
愛
子（
同
）　
若
松
和
子（
同
）　
桜
庭

ル
ミ
子（
同
）　
津
谷
妙
子 

（
同
）田
村
幸
子

（
同
）　
照
内
直
光（
同
）　
長
谷
川
正
一（
ス

キ
ー
・
鷹
巣
ス
キ
ー
ク
ラ
ブ
）　
成
田
金
正 

 
 
 

（
同
）　
出
川
吉
弘（
同
）　
高
橋
冨
美
雄（
同
）�

伊
藤
一
男（
ス
キ
ー
・
阿
仁
ス
キ
ー
ク
ラ
ブ
）�

�

■
奨
励
賞（
団
体
の
部
） �

鷹
巣
農
林
高
校
弓
道
部

（
柳
谷
一
孝
　
渡
辺
裕
希
也
　 

笹
代
幸
輝
）�

福
田
幸
作（
ラ
ー
ジ
ボ
ー
ル
卓
球
・
市
卓
球

協
会
）　
下
田
浩
子（
同
）　
畠
山
洋
子（
同
）

嶺
脇
ル
イ（
同
）�

■
栄
光
賞（
団
体
の
部
）�

鷹
巣
農
林
高
校
弓
道
部

（
吉
田
春
仁
　
亀
山
和
樹
　
村
上
築
）  �

合
川
高
校
フ
ェ
ン
シ
ン
グ
部

（
三
沢
僚
　
櫻
井
和
巧
）      �

阿
仁
中
ス
キ
ー
部
男
子

（
加
賀
巧
哉
　
上
杉
郷
　
佐
藤
太
一
）  �

鷹
巣
Ａ
チ
ー
ム〈
山
岳
〉

（
伊
東
雅
晴
　
三
浦
柳
子
　
加
藤
礼
子
　
村

上
幸
美
）�

鷹
巣
ク
ラ
ブ〈
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
〉

（
佐
藤
一
成
　
金
田
成
　
藤
嶋
幸
広
　
佐
藤

伸
秋
　
鎌
田
貴
裕
　
佐
藤
興
　
武
田
雄
磨

出
川
謙
佑
　
熊
谷
智
哉
　
三
澤
洋
）�

�

■
奨
励
賞（
個
人
の
部
）�

斎
藤
佑
馬（
ス
キ
ー
・
鷹
巣
農
林
高
校
）　
松

橋
健
斗（
同
）　
佐
藤
晶
子（
同
）　
武
田
友

樹（
相
撲
・
鷹
巣
農
林
高
校
）　
木
村
礼
美（
弓

道
・
鷹
巣
農
林
高
校
）　
三
沢
里
奈（
同
）　

若
松
駿
一（
柔
道
・
能
代
高
校
）　
三
沢
翔 

（
陸

上
・ 

能
代
商
業
高
校
）　
田
口
尚
幸（
柔
道
・

鷹
巣
中
）　
内
山
葉
月（
陸
上
・
鷹
巣
中
）　

高
橋
志
成（
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
・
鷹
巣
中
）　�

藤
原
聡
子（
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
・
鷹
巣
南
中
）　�

手
権
大
会
優
勝
／
世
界
カ
デ
フ
ェ
ン
シ
ン

グ
選
手
権
大
会
出
場�

齋
藤
　
采
　（
フ
ェ
ン
シ
ン
グ
・
合
川
高
校

２
年
）＝(

同)�

高
橋
大
斗
　（
ス
キ
ー
複
合
・
土
屋
ホ
ー
ム
）

＝
Ｆ
Ｉ
Ｓ
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
ノ
ル
デ
ィ
ッ

ク
コ
ン
バ
イ
ン
ド
’09
第
２
戦
個
人
第
３
位�

小
林
範
仁
　（
ス
キ
ー
複
合
・
東
京
美
装
）＝

ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク
ス
キ
ー
世
界
選
手
権
’09
複

合
団
体
優
勝�

湊
　
祐
介
　（
ス
キ
ー
複
合
・
東
京
美
装
）＝

（
同
）�

�

■
栄
光
賞（
個
人
の
部
）�

田
所
拓
也（
柔
道
・
合
川
高
校
）　
佐
藤
美
咲

（
フ
ェ
ン
シ
ン
グ
・
合
川
高
校
）　
松
橋
昴
大

（
ス
キ
ー
・
鷹
巣
農
林
高
校
）　
大
川
翔
平（
同
）

小
塚
大
地（
相
撲
・
鷹
巣
農
林
高
校
）　
伊
藤

史
織（
ス
キ
ー
・
米
内
沢
高
校
）　
御
処
野
光

沙（
ス
キ
ー
・
大
館
桂
高
校
）　
佐
藤
康
平（
バ

レ
ー
ボ
ー
ル
・
雄
物
川
高
校
）　
相
馬
絵
里

子（
陸
上
・
秋
田
和
洋
女
子
高
校
）　
長
岐
大

嗣（
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
・
比
内
養
護
学
校
）

金
谷
友
樹（
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
・
比
内
養

護
学
校
た
か
の
す
分
校
）　
中
林
瑞
穂（
柔

道
・
合
川
中
）　
梅
田
香
寿
美（
ス
キ
ー
・
合

川
中
）　
松
橋
ユ
キ
ナ（
陸
上
・
阿
仁
中
）　

三
沢
紘
汰（
相
撲
・
綴
子
小
）　
福
田
美
香
子

（
フ
ェ
ン
シ
ン
グ
・
市
フ
ェ
ン
シ
ン
グ
協
会
）�

平成２０年度北秋田市スポーツ賞�
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▲スキー・クロスカントリーでの活躍で特別栄

光賞を受章した高堰美里さん（米内沢高校２年）
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山の芋コンクール／市長日誌／家電リサイクル法�

　
Ｊ
Ａ
鷹
巣
町（
佐
藤
清
孝
代
表
理
事
組

合
長
）が
主
催
す
る「
第
３
回
山
の
芋
料
理

コ
ン
ク
ー
ル
」が
３
月
６
日
、市
中
央
公
民

館
で
開
か
れ
、工
夫
を
凝
ら
し
さ
ま
ざ
ま

な
山
の
芋
料
理
の
中
か
ら
選
ば
れ
た
優
れ

た
作
品
に
各
賞
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。�

　
コ
ン
ク
ー
ル
は
、地
域
農
産
物
で
あ
る

山
の
芋
の
お
い
し
さ
や
魅
力
を
市
民
に
理

解
し
て
も
ら
い
、家
庭
の
食
卓
へ
の
普
及

や
学
校
給
食
で
の
活
用
な
ど
地
産
地
消
、

食
育
活
動
推
進
に
つ
な
げ
る
と
と
も
に
生

産
拡
大
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
開
催

さ
れ
た
も
の
で
す
。�

　
コ
ン
ク
ー
ル
に
は
、Ｊ
Ａ
組
合
員
の
ほ

か
料
理
自
慢
の
市
民
ら
が
参
加
。料
理
部

門
に
は
12
人
か
ら
18
点
、加
工
部
門
に
は

16
人
か
ら
25
点
の
応
募
が
あ
り
、会
場
の

中
央
公
民
館
ホ
ー
ル
に
は
、盛
り
付
け
に

も
配
慮
し
た
彩
り
豊
か
な
料
理
が
各
テ
ー

ブ
ル
に
並
べ
ら
れ
ま
し
た
。�

　
審
査
委
員
長
を
務
め
た
岸
部
市
長
ら
13

人
の
審
査
員
が「
見
ば
え
」「
食
味
」「
ア
イ

デ
ア
」を
基
準
に
審
査
を
行
い
、料
理
、加

工
の
２
部
門
で
最
優
秀
賞
、優
秀
賞
、努
力

賞
を
選
ん
だ
ほ
か
、全
体
の
中
か
ら
２
品

に
ア
イ
デ
ア
賞
と
特
別
賞
を
贈
り
ま
し
た
。 �

 

料
理
部
門
最
優
秀
賞
を
受
賞
し
た
中
島

純
子
さ
ん（
米
代
町
）の
作
品「
と
ろ
ー
り

茶
碗
む
し
」は
、下
味
の
つ
い
た
材
料
に
卵
、

だ
し
汁
で
割
っ
た
す
り
お
ろ
し
た
山
の
芋

を
入
れ
蒸
上
げ
た
も
の
。と
ろ
り
と
し
た

滑
ら
か
な
口
当
た
り
が
特
徴
で
す
。ま
た
、

加
工
部
門
最
優
秀
賞
を
受
賞
し
た
成
田
信

子
さ
ん（
今
泉
）の
作
品「
山
の
芋
入
り
か

ぼ
ち
ゃ
パ
イ
」は
、つ
ぶ
し
た
か
ぼ
ち
ゃ
と

山
の
芋
に
バ
タ
ー
や
ク
ル
ミ
を
加
え
混
ぜ

た
あ
ん
を
ギ
ョ
ー
ザ
の
皮
で
包
み
、油
で

こ
ん
が
り
と
揚
げ
た
も
の
で
、和
洋
中
が

合
体
し
た
風
味
が
食
欲
を
そ
そ
り
ま
す
。�

　
こ
の
ほ
か
、コ
ロ
ッ
ケ
や
グ
ラ
タ
ン
、ア

イ
ス
、よ
う
か
ん
な
ど
工
夫
を
凝
ら
し
た

作
品
の
数
々
に
、審
査
員
も
点
数
を
つ
け

る
の
に
苦
労
し
て
い
た
様
子
で
し
た
。�

▲工夫を凝らした４３品の料理が出品され
た「第３回山の芋料理コンクール」

◇
２
月
16
日
〜
28
日

市
長
日
誌

家電リサイクル法の対象品目追加�

第
３
回
山
の
芋
料
理
コ
ン
ク
ー
ル�

地
産
地
消
・
食
育
活
動
を
進
め
よ
う�

16
日（
月
）▽
新
病
院
用
務
で
上
京（
東
京
都
）�

17
日（
火
）▽
北
秋
田
市
工
業
団
地
企
業
懇
談
会
に
出
席（
中
央
公
民
館
）�

18
日（
水
）▽
東
洋
精
箔
株
式
会
社
願
満
稲
荷
祭
に
出
席（
同
社
）�

19
日（
木
）▽
北
秋
田
市
上
小
阿
仁
村
病
院
組
合
正
副
管
理
者
会
議
に
出
席（
公
立

米
内
沢
総
合
病
院
）▽
秋
田
内
陸
線
利
用
地
区

説
明
会
に
出
席（
大
阿
仁
出
張
所
）�

24
日（
火
）▽
平
成
21
年
北
秋
田
市
議
会
３
月
定
例
会

本
会
議
‥
議
案
説
明
、大
綱
質
疑（
議
事
堂
）�

26
日（
木
）▽
平
成
21
年
北
秋
田
市
議
会
３
月
定
例
会

本
会
議
‥
一
般
質
問（
議
事
堂
）�

28
日（
土
）▽
秋
田
内
陸
線
エ
リ
ア
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
２

月
定
例
会
講
演
会
に
出
席（
交
流
セ
ン
タ
ー
）�

上程議案を説明する岸部市長（2/24）

　家電リサイクル法（特定家庭用機器再製品化法）

は、一般家庭や事務所から排出された家電製品

から、有用な部品や材料をリサイクルすることで、

廃棄物を減量し、資源の有効利用を推進するた

めの法律です。�

　従来の対象機器であるエアコン、ブラウン管

テレビ、冷蔵庫・冷凍庫、洗濯機に加え、平成21年

４月１日から、「液晶テレビ・プラズマテレビ」「衣

類乾燥機」も新たに家電リサイクル法の対象機

器となります。�

　◆お問い合わせ　生活環境課　a62－1110

ブラウン管テレビ�

冷蔵庫・冷凍庫�

エアコン�

洗濯機�

従来からの対象機器

＋

新たに加わる対象機器

液晶テレビ�
プラズマテレビ�

衣類乾燥機�
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北
秋
田
市
地
域
公
共
交
通
会
議
が
３
月

３
日
、市
中
央
公
民
館
で
行
わ
れ
、交
通
輸

送
事
業
者
や
住
民
代
表
な
ど
14
人
の
委
員

が
、地
域
交
通
の
現
況
や
問
題
点
、改
善
策

等
を
協
議
し
ま
し
た
。�

　
会
議
は
、北
秋
田
市
及
び
仙
北
市
で
鉄

道
、道
路
の
役
割
等
に
つ
い
て
協
議
を
進

め
て
い
る
秋
田
内
陸
地
域
公
共
交
通
連
携

協
議
会
の
北
秋
田
市
道
路
交
通
部
会
を
兼

ね
て
開
催
さ
れ
て
お
り
、路
線
バ
ス
や
乗

合
タ
ク
シ
ー
、内
陸
線
等
の
各
交
通
機
関

が
連
携
し
た
交
通
体
系
を
整
備
し
、住
民

の
利
便
性
向
上
、地
方
交
通
の
再
生
を
め

ざ
す
た
め
の「
秋
田
内
陸
地
域
公
共
交
通

総
合
連
携
計
画
」素
案
に
対
し
て
意
見
を

交
わ
し
ま
し
た
。�

　
岸
部
市
長
は「
採
算
性
が
と
れ
て
長
続

き
す
る
交
通
体
系
を
つ
く
る
必
要
が
あ
る
。

北
秋
田
市
に
あ
っ
た
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

シ
ス
テ
ム
が
構
築
で
き
る
よ
う
提
案
を
お

願
い
し
た
い
」な
ど
と
あ
い
さ
つ
。�

　
計
画
の
基
本
方
針
は「
住
民
生
活
の
利

便
性
を
高
め
、地
域
間
交
流
を
促
進
す
る

た
め
、各
主
体
が
連
携
し
、効
率
的
で
持
続

可
能
な
公
共
交
通
シ
ス
テ
ム
を
確
立
す
る
」

と
し
、事
業
計
画
と
し
て
、自
宅
か
ら
駅
ま

で
の
２
次
ア
ク
セ
ス
の
利
便
性
向
上
、重

複
路
線
の
再
編
、各
交
通
機
関
の
利
便
性

向
上
と
連
携
、観
光
事
業
と
の
連
携
、内
陸

線
の
経
営
改
善
等
の
提
案
が
さ
れ
ま
し
た
。�

　
委
員
か
ら
は「
交
通
機
関
の
乗
り
換
え

は
高
齢
者
に
は
大
変
な
こ
と
。そ
れ
に
対

す
る
配
慮
は
」、「
市
民
病
院
へ
の
ア
ク
セ

ス
は
開
院
に
間
に
合
う
か
」な
ど
の
意
見

が
あ
り
、事
務
局
は「
乗
り
換
え
へ
の
抵
抗

を
軽
減
で
き
る
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
構

築
し
た
い
」、「
現
行
の
路
線
バ
ス
は
、一
部

経
路
を
変
更
し
、利
便
性
の
高
い
時
間
帯

の
増
便
も
含
め
て
開
院
に
間
に
合
う
よ
う

進
め
て
い
る
。最
寄
駅
か
ら
の
ア
ク
セ
ス

や
駅
ま
で
の
乗
合
タ
ク
シ
ー
の
運
行
も
検

討
し
て
い
る
」な
ど
と
回
答
し
て
い
ま
し

た
。 �

▲地域交通の在り方について協議した北秋田
市地域公共交通会議

�

　
第
４
回
す
こ
や
か
健
康
講
座
が
２
月
26

日
、市
保
健
セ
ン
タ
ー
で
開
か
れ
、各
地
区

か
ら
参
加
し
た
市
民
約
１
６
０
人
が
、が

ん
予
防
に
つ
い
て
学
習
し
ま
し
た
。�

　
講
座
は
、市
民
の
生
活
習
慣
病
予
防
を

目
的
に
開
か
れ
て
い
る
も
の
で
、毎
回
テ
ー

マ
を
変
え
、６
回
の
開
催
が
予
定
さ
れ
て

い
ま
す
。今
回
は
北
秋
中
央
病
院
の
神
谷

彰
院
長
が
、「
が
ん
予
防
の
話
」と
題
し
、講

演
し
ま
し
た
。�

　
神
谷
院
長
は
、は
じ
め
に
が
ん
に
つ
い

て
▽
初
期
症
状
が
顕
著
に
現
れ
な
い
▽
が

ん
細
胞
は
周
囲
の
正
常
な
細
胞
を
弱
ら
せ

る
▽
完
治
す
る
可
能
性
も
十
分
に
あ
る
。

種
類
に
よ
っ
て
は
初
期
段
階
で
あ
れ
ば
完

治
す
る
、な
ど
と
特
徴
を
説
明
し
ま
し
た
。�

　
が
ん
の
予
防
法
と
し
て
は「
最
も
効
果

的
と
い
わ
れ
て
い
る
の
は
禁
煙
と
食
生
活

の
改
善
。た
ば
こ
の
煙
の
中
に
は
数
十
種

類
の
発
が
ん
物
質
が
含
ま
れ
て
い
る
と
い

わ
れ
て
い
る
。た
ば
こ
を
吸
う
人
と
吸
わ

な
い
人
を
比
較
す
る
と
、吸
う
人
に
は
明

ら
か
に
発
が
ん
の
危
険
性
が
増
え
る
可
能

性
が
み
ら
れ
、そ
れ
も
多
く
の
臓
器
に
わ

た
っ
て
い
る
」と
、た
ば
こ
の
害
に
つ
い
て

解
説
し
ま
し
た
。�

　
ま
た
、「
偏
食
せ
ず
に
多
品
目
の
食
べ
物

を
バ
ラ
ン
ス
よ
く
摂
取
す
る
こ
と
が
望
ま

し
い
。塩
分
や
動
物
性
脂
肪
の
摂
り
過
ぎ

は
禁
物
。お
酒
は
ほ
ど
ほ
ど
に
。野
菜
や
食

物
繊
維
を
多
く
含
む
食
物
を
た
く
さ
ん
と

っ
て
ほ
し
い
。適
度
な
運
動
も
大
切
」と
食

生
活
や
日
常
生
活
の
心
が
け
に
つ
い
て
説

い
て
い
ま
し
た
。�

　
最
後
に
、「
こ
れ
ま
で
、早
期
発
見
、早
期

治
療
と
い
っ
た
、検
診（
健
診
）な
ど
に
重

点
を
置
い
た
二
次
予
防
が
中
心
だ
っ
た
が
、

が
ん
の
危
険
因
子
解
明
も
進
み
、が
ん
の

発
生
を
ふ
せ
ぐ
一
次
予
防
も
可
能
に
な
っ

て
き
た
。検
診
で
早
期
発
見
に
努
め
る
と

と
も
に
、日
々
の
心
が
け
が
、が
ん
予
防
に

つ
な
が
る
こ
と
を
意
識
し
て
ほ
し
い
」と
、

述
べ
て
い
ま
し
た
。�

▲市民約160人が参加し、がんの予防について
理解を深めた第４回すこやか健康講座

�

第４回すこやか健康講座／北秋田市地域公共交通会議�

北
秋
田
市
地
域
公
共
交
通
会
議�

地
域
交
通
の
再
生
を
目
指
す�

す
こ
や
か
健
康
講
座
「
が
ん
予
防
の
話
」�

「
禁
煙
」「
バ
ラ
ン
ス
の
よ
い
食
事
」が
大
き
な
効
果�
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▽
平
成
20
年
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感
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読
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コ
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ク
ー
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書
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れ
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メ
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ジ
を
絵
と
作
文
で
表
現�

　
平
成
20
年
度
北
秋
田
市
読
書
感
想
文
・
読
書
感
想
画

コ
ン
ク
ー
ル
の
表
彰
式
が
２
月
28
日
、市
文
化
会
館
で

開
催
さ
れ
、各
部
門
の
入
賞
者
が
表
彰
を
受
け
ま
し
た
。

　
今
年
度
の
読
書
感
想
文
部
門
に
は
小
中
高
・
一
般
か

ら
１
７
３
点（
昨
年
度
比
＋
57
点
）、感
想
画
部
門
に
は

幼
稚
園
・
保
育
園
及
び
小
学
校
１
・
２
年
生
か
ら
４
５
５

点（
昨
年
度
比
＋
29
点
）の
応
募
が
あ
り
ま
し
た
。　
表

彰
式
の
よ
う
す
と
入
賞
者
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

感
想
文
コ
ン
ク
ー
ル
入
賞
者�

松岡龍之介くん（あいかわ保育園）
◇題名：よいこにプレゼント�
　（書名「さむがりやのサンタ」）

佐藤和奏さん
（認定こども園しゃろーむ）
◇題名：ジオジオのかんむりはすてき�
　（書名「ジオジオのかんむり」）　　
　

【
小
学
校
４
年
生
の
部
】�

▽
特
選
　「
友
達
を
思
う
気
持
ち
の
大
切
さ
」

久
留
嶋
瑠
海（
鷹
巣
）　
▽
入
選
　
三
澤
瑚
子

（
綴
子
）　
工
藤
真
寛（
合
川
北
）　
▽
佳
作
　

佐
藤
玲
那（
鷹
巣
南
）　
堀
部
綾
乃（
竜
森
）　

齊
藤
安
海（
米
内
沢
）　
松
橋
未
来（
大
阿
仁
）�

�【
小
学
校
５
年
生
の
部
】�

▽
特
選
　「
ハ
ッ
ピ
ー
バ
ー
ス
デ
ー
」田
　
里

花
子（
浦
田
）　
▽
入
選
　
畠
山
琴
音（
鷹
巣
） 

津
谷
雄
貴（
同
）　
村
上
健
治（
鷹
巣
東
）　
神

成
大
夢（
米
内
沢
）　
▽
佳
作
　
佐
藤
皓
汰（
鷹

巣
西
）　
馬
淵
優
衣（
鷹
巣
） 

斉
藤
美
沙
希（
鷹

巣
東
）　
石
田
文
史（
鷹
巣
南
）　
笹
代
博
也（
竜

森
）　
畠
山
瑛
未（
合
川
北
）�

�【
小
学
校
６
年
生
の
部
】 �

▽
特
選
　「『
半
分
の
さ
つ
ま
い
も
』を
読
ん
で
」�

　
セ
レ
モ
ニ
ー
の
最
後
に
は
、
感
想
文
小
学

校
の
部
で
特
選
に
選
ば
れ
た
永
井
里
奈
さ
ん

（
合
川
北
小
３
年
）と
小
井
田
麗
菜
さ
ん（
米
内

沢
小
６
年
）の
２
人
が
受
賞
作
品
を
朗
読
、
読

書
で
得
た
感
動
を
し
っ
か
り
し
た
声
で
来
場

者
に
伝
え
て
い
ま
し
た
。 �

���【
小
学
校
３
年
生
の
部
】�

▽
特
選
　「『
い
の
ち
』の
た
い
せ
つ
さ
」永
井

里
奈（
合
川
北
）�

▽
入
選
　
金
澤
賢
侑（
鷹
巣
）　
笹
原
羽
衣（
鷹

巣
中
央
）　
佐
藤
希
美（
合
川
北
）�

▽
佳
作
　
佐
藤
宏
樹（
綴
子
）　
小
畑
ひ
か
り

（
鷹
巣
）　
成
田
叶
望（
鷹
巣
南
）　
木
村
駿
太

（
米
内
沢
）　
鈴
木
亜
斗
武（
大
阿
仁
）�

�

　
コ
ン
ク
ー
ル
は
、
読
書
を
通
じ
、
豊
か
な

人
間
性
を
育
む
こ
と
を
目
的
と
し
て
開
催
さ

れ
て
い
る
も
の
で
、
感
想
文
部
門
と
感
想
画

部
門
が
設
け
ら
れ
て
い
ま
す
。�

　
表
彰
式
で
は
、
部
門
ご
と
に
入
賞
者
が
ス

テ
ー
ジ
に
上
が
り
、
三
澤
教
育
長
か
ら
表
彰

状
を
受
け
取
り
ま
し
た
。�

　
続
い
て
審
査
結
果
の
講
評
が
行
わ
れ
、
こ

の
う
ち
感
想
文
部
門
で
は
亀
山
恵
子
審
査
員

長
（
森
吉
中
学
校
校
長
）
が
、「
お
も
し
ろ
い
、

す
ご
い
、な
ど
決
ま
り
き
っ
た
言
葉
以
外
に
普

段
か
ら
読
書
な
ど
で
た
く
さ
ん
言
葉
を
覚
え
、

文
章
に
使
う
こ
と
で
よ
り
感
動
を
相
手
に
伝

え
ら
れ
る
」と
、ア
ド
バ
イ
ス
を
送
り
ま
し
た
。�

「
言
葉
を
覚
え
表
現
力
を
高
め
て
」

（
亀
山
恵
子
感
想
文
部
門
審
査
員
長
）�

り 
な�

け
ん
ゆ
う�

う 

い�

る 

み�

こ 

こ�
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く�
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ひ
ろ
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ひ
ろ
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ひ
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あ
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か
な
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ゅ
ん
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む�

りゅうのすけ�

わかな�

読書感想画�
の　部�
特 選作品�
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佐藤悠祐くん（綴子小２年）
◇題名：あかいろうそくにー�
　（書名「あかいろうそく」）　　

柴田瑳羅さん（大阿仁小２年）
◇題名：月の夜に�
　（書名「手ぶくろを買いに」）　

岩本瑠衣さん（鷹巣西小１年）
◇題名：あおむしさんおいしそうだね�
　（書名「はらぺこあおむし」）　　

森山桃葉さん（鷹巣小１年）
◇題名：やさしいくじゃく�
　（書名「くじゃくの花火」）　　

感
想
画
コ
ン
ク
ー
ル
入
賞
者�

撫
養
葵（
綴
子
）　
斎
藤
飛
翔（
鷹
巣
）　
畠
山

和（
同
）　
佐
藤
功
真（
鷹
巣
中
央
）　
木
村
友

香（
同
）　
芳
賀
彩
那（
同
）　
藤
本
巽（
竜
森
）

大
沢
涼
太（
米
内
沢
）　
森
川
尊（
前
田
）　
福

田
舜
太
郎（
合
川
東
）　
▽
佳
作
　
藤
島
龍
希

（
綴
子
）　
小
畑
一
輝（
鷹
巣
）　
畠
山
颯
太（
鷹

巣
東
）　
伊
藤
瑞
貴（
鷹
巣
南
）　
三
上
美
里（
竜

森
）　
皆
川
倫
之
介（
米
内
沢
）　
加
賀
匠
海（
浦

田
）　
鈴
木
真
子（
大
阿
仁
）　
佐
藤
愁（
合
川
東
）�

�【
小
学
校
２
年
生
の
部
】 �

▽
特
選
　
柴
田
瑳
羅（
大
阿
仁
）　
佐
藤
悠
祐

（
綴
子
）　
▽
入
選
　
桜
田
桃
花（
鷹
巣
西
）　

小
川
梢
絵（
鷹
巣
）　
佐
藤
由
知
華（
鷹
巣
中
央
）

佐
藤
雅（
鷹
巣
南
）　
梅
原
琢
也（
竜
森
）　
大

川
央
人（
米
内
沢
）　
武
田
凱（
阿
仁
合
）　
鈴

木
孝
明（
大
阿
仁
）　
佐
藤
愛
美（
合
川
東
）　�

▽
佳
作 

小
棚
木
華
奈（
鷹
巣
西
）　
佐
藤
亜
星

（
鷹
巣
）　
河
田
亜
依（
同
）　
山
内
愁（
同
）　

九
嶋
希
莉（
鷹
巣
南
）　
神
成
恭
花（
浦
田
） 

松

浦
大
輔（
前
田
）　
大
野
優
人（
阿
仁
合
）　
佐

藤
碧
衣（
合
川
東
）　
三
浦
栞
奈（
合
川
南
）　

池
田
小
春（
合
川
北
）�

����

ろ
ー
む
）　
松
岡
龍
之
介（
あ
い
か
わ
保
育
園
）�

▽
入
選 

小
山
晴
斗（
鷹
巣
中
央
保
育
園
）　
岩

谷
駿
一
郎（
綴
子
保
育
園
）　
畠
山
真
麗
香（
南

鷹
巣
保
育
園
） 

高
橋
涼（
米
内
沢
保
育
園
）　

▽
佳
作 

金
田
亜
紗
妃（
た
か
の
す
幼
稚
園
） 

金
沢
那
智（
鷹
巣
中
央
保
育
園
）　
松
尾
祥
矢

（
同
） 

高
橋
真
侑
子（
鷹
巣
東
保
育
園
）　
長
岐

喬（
同
）　
西
嶋
星
流（
南
鷹
巣
保
育
園
）　
佐

藤
美
優（
七
日
市
保
育
園
）　
柴
森
一
希（
認
定

こ
ど
も
園
し
ゃ
ろ
ー
む
）　
新
林
未
悠（
米
内

沢
保
育
園
）　
工
藤
小
晴（
あ
い
か
わ
保
育
園
）�

�【
小
学
校
１
年
生
の
部
】 �

▽
特
選
　
岩
本
瑠
衣（
鷹
巣
西
）　
森
山
桃
葉

（
鷹
巣
）　
▽
入
選
　
石
田
真
翔（
鷹
巣
西
）�

小
井
田
麗
菜（
米
内
沢
）　
▽
入
選
　
松
尾
樹

（
鷹
巣
） 

鈴
木
紗
月（
浦
田
）　
▽
佳
作
　
成
田

美
鈴（
鷹
巣
西
）　
神
成
美
保（
鷹
巣
南
）　
渡

部
夏
帆（
米
内
沢
）　
佐
藤
佑
華（
大
阿
仁
） �

金
和
薫
子（
合
川
東
）　
杉
渕
奈
菜（
合
川
北
）�

�【
中
学
校
１
年
生
の
部
】 �

▽
特
選
　「
感
謝
の
気
持
ち
を
忘
れ
ず
に
」岸

野
絵
里
花（
森
吉
）　
▽
入
選
　
古
関
咲
月（
鷹

巣
）　
高
橋
翔（
森
吉
）　
▽
佳
作
　
柴
田
貢
太

朗（
鷹
巣
）　
木
村
春
香（
同
）　
千
葉
麻
友
美

（
鷹
巣
南
） 

　
村
形
莉
佳（
合
川
）�

�【
中
学
校
２
年
生
の
部
】 �

▽
特
選
　「『
走
れ
！
Ｔ
校
バ
ス
ケ
ッ
ト
部
』を

読
ん
で
」柏
木
聡
子（
森
吉
）　
▽
入
選
　
亀
山

繭（
鷹
巣
）　
高
橋
誠（
森
吉
）　
▽
佳
作
　
千

葉
裕
貴（
鷹
巣
）　
松
橋
勇
輝（
森
吉
）�

�【
高
校
・
一
般
の
部
】 �

▽
特
選
　「『
闇
の
子
供
た
ち
』を
読
み
終
え
て
」

藤
田
淳（
一
般
）　
▽
入
選 

木
村
央（
合
川
高

校
）　
中
嶋
美
枝
子（
一
般
）　
▽
佳
作 

下
山

紗
代（
合
川
高
校
）　
村
岡
典
子（
一
般
）�

���【
幼
稚
園
・
保
育
園
の
部
】 �

▽
特
選
　
佐
藤
和
奏
（
認
定
こ
ど
も
園
し
ゃ み

き�

む 

や�

あ
お
い�

み
す
ず�

み 

ほ�

ま
ゆ�

さ 

よ�

の
り
こ�

ろ
う�

か 

ほ�

ゆ
う
か�

は
る
か�

さ
と
こ�ま

こ
と�

ゆ
う
き�

じ
ゅ
ん�

わ
か
な�

ち
か�

み 

え 

こ�

ゆ
う
き�

り
ゅ
う
の
す
け�

は
る
と�

つ
ば
さ�

か
つ
ま
さ�

の
ど
か�

ゆ
う�

あ
や
な�

か�

た
つ
み�

り
ょ
う
た�

み
こ
と�

し
ゅ
ん
た
ろ
う�

り
ゅ
う
き�

そ
う
た�

か
ず
き�

み
ず
き�
み
さ
と�

り
ん
の
す
け�

た
く
み�

ま 

こ�

し
ゅ
う�

さ 

ら�

ゆ
う
す
け�

も
も
か�

こ
ず
え�

ゆ 

ち 

か�

み
や
び�

た
く
や�

ひ
ろ
ひ
と�

が
い�

か 

な�

あ
せ
い�

あ 

い�

し
ゅ
う�

き 

り�

き
ょ
う
か�

だ
い
す
け�

ゆ
う
と�

あ
お
い�

か
ん
な�

こ
は
る�

こ
う
め
い�

ま
な
み�

し
ゅ
ん
い
ち
ろ
う�

ま 

り 

か�

り
ょ
う�

あ 

さ 

ひ�

な 

ち�

し
ょ
う
や�

ま 

ゆ 

こ�

き
ょ
う�

せ 

な�

み 

ゆ�

か
ず
き�

み 

ゆ�

る 

い�

も
も
は�

ま
な
と�

こ
は
る�

ま 

ゆ 

み�

り 

か�

わ 

か 

こ 

な 

な�

れ
い
な�

え 

り 

か�

さ
つ
き�

し
ょ
う�

こ
う
た�

さ
つ
き�

�

※
受
賞
作
品
の
一
部（
感
想
文
は
特

選
、感
想
画
は
佳
作
以
上
）は
、作
品

集「
読
書
の
あ
と
で
」に
掲
載
さ
れ

て
い
ま
す
。市
立
図
書
館
及
び
公
民

館
図
書
室
な
ど
で
ご
覧
に
な
れ
ま
す
。

ゆうすけ�

さ ら�

る い�

ももは�

▲受賞後、表彰状を紹介する子どもたち
　　　（読書感想文小学校３年生の部）
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温
か
な
灯
り
が
地
域
を
包
む

〜
ス
ノ
ー
キ
ャ
ン
ド
ル
ス
ト
リ
ー
ト
in
あ
に

▲地域が温かい灯りで包まれたスノーキャ
ンドルストリートinあに

〜
全
国
ど
ぶ
ろ
く
コ
ン
テ
ス
ト
最
優
秀
賞
受
賞

　
第
４
回
全
国
ど
ぶ
ろ
く
研
究
大
会
で
、マ
タ
ギ
の

里
観
光
開
発
株
式
会
社（
北
林
昭
男
社
長
）が
濃
醇
の

部
に
出
品
し
た
濁
酒「
マ
タ
ギ
の
夢
」が
最
優
秀
賞
を

受
賞
し
、２
月
24
日
に
北
林
社
長
と
製
造
責
任
者
の

泉
明
博
さ
ん
が
市
役
所
を
訪
れ
、佐
藤
副
市
長
に
受

賞
を
報
告
し
ま
し
た
。�

　
泉
さ
ん
は「
最
優
秀
賞
と
い
う
評
価
を
受
け
て
大

変
嬉
し
い
。濁
酒
は『
甘
く
て
、辛
く
て
、さ
ら
っ
と
し

て
、飲
み
や
す
い
』の
が
特
徴
。市
民
の
皆
さ
ん
に
も

ぜ
ひ
味
わ
っ
て
ほ
し
い
」な
ど
と
報
告
し
ま
し
た
。�

　
佐
藤
副
市
長
は「
受
賞
は
、マ
タ
ギ
特
区
の
認
定
を

受
け
て
か
ら
、改
良
を
重
ね
た
努
力
の
た
ま
も
の
、こ

れ
か
ら
も
美
味
し
い
濁
酒
を
安
定
供
給
で
き
る
よ
う

に
頑
張
っ
て
ほ
し
い
」な
ど
と
受
賞
を
称
え
ま
し
た
。�

マ
タ
ギ
ど
ぶ
ろ
く
日
本
一

健
や
か
な
成
長
を
願
っ
て

〜
各
幼
稚
園
、保
育
園
で
ひ
な
祭
り
行
事

　
３
月
３
日
は
桃
の
節
句
。市
内
の
各
幼
稚
園
、保
育

園
で
は
ひ
な
祭
り
行
事
が
行
わ
れ
、園
児
た
ち
が
健
や

か
な
成
長
を
願
い
な
が
ら
、心
待
ち
に
し
て
い
た
祭
り

を
お
祝
い
し
ま
し
た
。�

　
こ
の
う
ち
、市
立
た
か
の
す
幼
稚
園（
工
藤
英
俊
園

長
、園
児
22
人
）で
は
、茶
道
教
室
の
協
力
で「
ひ
な
祭

り
お
茶
会
」が
開
か
れ
、園
児
た
ち
が
飾
ら
れ
た
ひ
な

人
形
の
前
で
お
茶
と
お
菓
子
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。�

　
和
菓
子
と
釜
の
湯
か
ら
点
て
た
抹
茶
が
振
舞
わ
れ

る
と
、園
児
た
ち
は
自
分
の
顔
ほ
ど
も
あ
る
大
き
な
茶

碗
を
手
に
持
ち
、微
妙
な
味
に
少
し
と
ま
ど
い
な
が
ら

も
お
茶
を
楽
し
み
ま
し
た
。お
茶
を
い
た
だ
い
た
後
は
、

「
う
れ
し
い
ひ
な
祭
り
」を
合
唱
し
、お
茶
の
先
生
た
ち

に
感
謝
の
気
持
ち
を
伝
え
ま
し
た
。�

▲お茶とお菓子を楽しんだたかのす幼稚園
のひな祭りお茶会

▲濁酒「マタギの夢」の最優秀賞受賞を報告
する北林社長と泉製造責任者

　「
ス
ノ
ー
キ
ャ
ン
ド
ル
ス
ト
リ
ー
ト
in
あ
に
」が
２

月
28
日
、阿
仁
水
無
・
銀
山
地
区
で
行
わ
れ
、地
域
住

民
が
共
同
し
て
ス
ノ
ー
キ
ャ
ン
ド
ル
作
り
を
楽
し
み
、

地
域
一
帯
が
温
か
な
灯
り
に
包
ま
れ
ま
し
た
。�

　
こ
の
日
は
、午
後
３
時
か
ら
子
ど
も
会
や
自
治
会

が
参
加
し
て
水
無
・
銀
山
地
区
の
約
３
キ
ロ
の
道
路

沿
い
に
キ
ャ
ン
ド
ル
ホ
ル
ダ
ー
を
設
置
し
ま
し
た
。�

　
キ
ャ
ン
ド
ル
ホ
ル
ダ
ー
は
、バ
ケ
ツ
が
あ
れ
ば
手

軽
に
で
き
る
こ
と
か
ら
、小
さ
な
子
ど
も
と
お
年
寄

り
が
会
話
を
楽
し
み
な
が
ら
、一
緒
に
作
業
を
す
る

光
景
が
見
ら
れ
ま
し
た
。�

　
午
後
５
時
、ろ
う
そ
く
に
火
が
灯
さ
れ
る
と
、温
か

い
光
の
世
界
が
広
が
り
、地
区
一
帯
が
幻
想
的
な
ム
ー

ド
に
包
ま
れ
ま
し
た
。�

の
う
じ
ゅ
ん�
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フ
ェ
ン
シ
ン
グ
世
界
大
会
に
出
場

　
２
０
０
９
年
世
界
ジ
ュ
ニ
ア
・
カ
デ
・
フ
ェ
ン
シ
ン

グ
選
手
権
大
会
に
出
場
す
る
福
田
美
香
子
さ
ん（
合

川
高
校
〜
朝
日
大
学
１
年
）が
２
月
27
日
、恩
師
の
松

井
公
章
監
督（
合
川
高
校
）と
と
も
に
市
役
所
を
訪
れ
、

佐
藤
副
市
長
に
世
界
大
会
出
場
の
報
告
を
し
ま
し
た
。�

　
福
田
さ
ん
は「
自
分
は
持
ち
技
が
少
な
い
の
で
、持

ち
技
を
増
や
し
て
大
会
に
挑
み
た
い
。外
国
人
選
手

に
自
分
の
力
が
ど
れ
だ
け
通
用
す
る
か
チ
ャ
レ
ン
ジ

し
た
い
。世
界
選
手
権
で
は
上
位
入
賞
を
目
指
し
、で

き
れ
ば
優
勝
し
て
帰
っ
て
き
た
い
」と
抱
負
を
語
り

ま
し
た
。�

　
佐
藤
副
市
長
は「
福
田
さ
ん
の
活
躍
は
、市
民
の
励

み
に
な
り
ま
す
。活
躍
を
期
待
し
て
い
ま
す
」と
激
励

し
ま
し
た
。�

〜
合
川
高
校
出
身
の
福
田
美
香
子
さ
ん

▲佐藤副市長にフェンシング世界大会出
場を報告する福田美香子さん（右）

ベ
テ
ラ
ン
の
味
で
ふ
る
さ
と
の
聴
衆
を
魅
了

　
本
市
出
身
の
民
謡
歌
手
・
斉
藤
京
子
さ
ん
の
リ
サ

イ
タ
ル
が
３
月
７
日
、市
文
化
会
館
で
開
か
れ
、満
場

の
聴
衆
が
秋
田
民
謡
か
ら
往
年
の
ヒ
ッ
ト
曲「
お
花

ち
ゃ
ん
」な
ど
斉
藤
さ
ん
の
張
り
あ
る
歌
声
を
堪
能

し
ま
し
た
。�

　
北
秋
田
市
文
化
会
館
で
の
公
演
は
、平
成
３
年
の

同
館
の
こ
け
ら
落
と
し
以
来
２
回
目
。こ
の
日
は
、祝

い
歌
の「
伊
勢
音
頭
」を
皮
切
り
に
、「
関
の
五
本
松
」、

「
ソ
ー
ラ
ン
節
」と
次
々
と
全
国
の
民
謡
を
披
露
、そ

の
年
齢
を
感
じ
さ
せ
な
い
ツ
ヤ
の
あ
る
歌
声
と
、絶

妙
の
節
回
し
で
聴
衆
を
と
り
こ
に
し
ま
し
た
。�

　
会
場
に
は
、地
元
民
謡
フ
ァ
ン
の
ほ
か
、小
学
校
時

代
の
同
級
生
な
ど
も
大
勢
駆
け
つ
け
、１
曲
ご
と
に

大
き
な
拍
手
を
送
っ
て
い
ま
し
た
。�

〜
北
秋
田
市
出
身
民
謡
歌
手
・
斉
藤
京
子
リ
サ
イ
タ
ル

▲全国の民謡など全21曲を披露し、聴衆を
魅了した本市出身・斉藤京子さん

伐
採
樹
木
を
無
料
提
供

　
森
吉
山
ダ
ム
貯
水
池
の
伐
採
木
の
提
供
が
３
月
９

日
、森
吉
山
大
橋
南
側
下
流
で
行
わ
れ
、市
民
ら
が
軽

ト
ラ
ッ
ク
な
ど
で
訪
れ
、樹
木
を
持
ち
帰
り
ま
し
た
。�

　
森
吉
山
ダ
ム
工
事
事
務
所（
寺
谷
正
路
所
長
）で
は
、

ダ
ム
完
成
に
む
け
て
工
事
を
進
め
て
お
り
ま
す
が
、

貯
水
池
内
に
樹
木
が
繁
茂
し
て
い
る
と
管
理
の
妨
げ

に
な
る
こ
と
か
ら
、樹
木
を
伐
採
し
て
い
ま
す
。こ
の

樹
木
を
使
い
や
す
い
大
き
さ
に
切
断
し
、市
民
ら
に

広
く
無
料
提
供
す
る
も
の
で
す
。�

　
提
供
場
所
に
は
、長
さ
１
・
５
メ
ー
ト
ル
程
度
に
切

断
し
た
、直
径
５
セ
ン
チ
か
ら
20
セ
ン
チ
程
度
の
ヤ

ナ
ギ
等
の
樹
木
約
１
０
０
０
本
が
積
ま
れ
、訪
れ
た

市
民
ら
は
、軽
ト
ラ
ッ
ク
な
ど
に
１
本
ず
つ
積
み
込

ん
で
、持
ち
帰
っ
て
い
ま
し
た
。�

〜
森
吉
山
ダ
ム
貯
水
池
の
伐
採
木
を
提
供

▲軽トラックなどに１本ずつ積み込んで
樹木を持ち帰る市民ら
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MANABI NO HIROBA

学びの広場�
●公民館活動　●生涯学習

●文化振興　●学校　●スポーツ

北秋田市
教育委員会

地域で学び、活動する
皆さんを応援します

MANABI　NO　HIROBA

■�申�■�問�

■�申�
■�問�

バランス良くシェイプアップ！�
北秋田市民プール「シェイプアップ教室」

摩当婦人学級（栄地区）「世代交流会」

一足早い花見気分を味わって�

　栄地区の摩当婦人学級では２月15日、恒例の老人ク

ラブとの食事交流会を行いました。�

　今年は大豆を使ったご馳走を企画。寄せ豆腐の吸い物、

人参の白和え、おから入りコロッケ、きな粉餅などを全

部手作りし、その他に会員の持ち寄りの寒天、漬け物な

どをケースに入れ、まるで春の花畑のようで一足早い

花見気分でした。ほろ酔い気分でカラオケや踊りが出

て時間を忘れ、楽しみました。�

　自治会からも協力を得て、集落一体となっての催し

となり、「来年も又元気で楽しみましょう」と約束をし

て会を締めくくりました。�

　北秋田市民プ

ールでは定期的に

各種教室（プール

教室、トレーニング

教室）を開催してい

ます。�

　２月に行われた「シェ

イプアップ教室」では、参加者が、

トレーナーの指導でバランスボールを活用し、ストレ

ッチングや有酸素運動を行いながら伸び伸びと動かし

ていました。�

　トレーニングルームでは、運動不足の方や体力に自

信がない方でも楽しく簡単に運動ができます。まだ寒く、

体を動かす機会が少ないこの季節。みなさんもぜひト

ライしてみませんか。教室は有料（3,000円／月４回）で

すが、無料での体験参加もできます。各種教室の日程等

は広報紙に掲載します。�

　　　市民プール　a62－5001

▼

　
バ
ラ
ン
ス
ボ
ー
ル
を
使
っ
た
軽
運

動
で
シ
ェ
イ
プ
ア
ッ
プ
！

�

▼

　
カ
ラ
オ
ケ
な
ど
も
楽
し
ん
だ
摩
当
婦

人
学
級
の
世
代
交
流
会

　
い
よ
い
よ
本
格
的
な
春
が
や
っ
て
き
ま

す
。春
の
花
の
フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
メ
ン

ト
で
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
し
て
み
ま
せ
ん
か
。�

日
　
時
　
３
月
26
日（
木
）13
時
〜
15
時�

場
　
所
　
ふ
る
さ
と
文
化
セ
ン
タ
ー�

内
　
容
　
春
の
お
花
の
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト�

講
　
師
　
長
崎 

章
さ
ん�

定
　
員
　
10
人�

材
料
代
　
２
５
０
０
円�

持
ち
物
　
切
り
ば
さ
み�

　
　
　
阿
仁
公
民
館
　
a

82-

２
２
２
０�

�

　
次
の
日
程
で
第
４
回
北
秋
田
市
美
術
展

が
開
催
さ
れ
ま
す
。展
示
作
品
も
募
集
中
。�

期
　
日
　
３
月
27
日（
金
）〜
29
日（
日
）�

時
　
間
　
午
前
９
時
〜
午
後
５
時（
29
日

は
午
後
３
時
ま
で
）�

場
　
所
　
北
秋
田
市
中
央
公
民
館�

内
　
容
　
日
本
画
・
洋
画
・
書
道
・
写
真
・
工

芸
作
品
の
展
示�

出
品
方
法
　
出
品
希
望
の
方
は
、３
月
24

日（
火
）午
前
９
時
か
ら
午
後
１
時
ま
で
会

場
に
搬
入
の
こ
と
。作
品
に
は
申
込
用
紙

を
添
え
て
く
だ
さ
い
。詳
細
は
各
公
民
館

等
に
配
置
の
要
項
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。�

受
講
生
募
集 

春
の
お
花
の
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト
講
座�

市
民
の
創
作
作
品
を
一
堂
に 

第
４
回
北
秋
田
市
美
術
展
覧
会�
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白
坂
遺
跡
は
、白

坂
地
区
よ
り
森
吉

中
学
校
寄
り
の
道

路
沿
い
の
田
圃
よ

り
発
掘
さ
れ
た
大

規
模
な
集
落
の
跡

で
す
。縄
文
時
代
晩

期
前
半
を
中
心
と

す
る
遺
跡
で
、平
成

４
・
５
年
の
２
年
間
に
わ
た
っ
て
秋
田
県
教
育

委
員
会
に
よ
っ
て
発
掘
さ
れ
た
も
の
で
す
。入

れ
口
が
二
つ
付
い
て
い
る
双
口
注
口
土
器
や
顔

が
描
か
れ
た
人
面
付
環
状
注
口
土
器
な
ど
、た

く
さ
ん
の
土
器
類
や
石
器
類
が
出
土
し
ま
し
た
。�

　
特
に
人
々
の
関
心
を
持
た
れ
た
も
の
は
、『
笑

う
岩
偶
』と
名
付
け
ら
れ
た
岩
偶
で
し
た
。子
ど

も
の
こ
ぶ
し
ぐ
ら
い
の
小
さ
な
石
に
、笑
っ
て

い
る
顔
が
彫
ら
れ
て
い
ま
す
。丸
い
大
き
な
口

と
平
ら
な
鼻
の
、と
て
も
ユ
ー
モ
ア
の
あ
る
表

情
を
し
て
い
ま
す
。ま
た
、県
内
で
は
初
め
て
縄

文
人
の
足
跡
が
発
見
さ
れ
ま
し
た
。�

　
近
く
の
高
台
に
白
坂
神
社
が
あ
り
、発
掘
を

記
念
し
て「
岩
偶
の
里
記
念
碑
」が
建
立
さ
れ
て

い
ま
す（
平
成
７
年
11
月
）。碑
に
は
、『
縄
文
の

心
を
承
け
て
は
ば
た
く
大
地
』と
書
か
れ
て
い

ま
す
。交
通
が
や
や
不
便
で
す
が
、秋
田
内
陸
線

を
利
用
し
て
見
学
し
て
み
ま
せ
ん
か
。�

　
な
お
、『
笑
う
岩
偶
』及
び
出
土
品
は
森
吉
支

所
に
展
示
し
て
い
ま
す
が
、一
部
は
森
吉
中
学

校
に
も
保
管
し
て
い
ま
す
。�

��������〈
参
考
資
料
〉�

草
創
期
＝
約
１
万
３
千
年
前
／
早
期
＝
約
８
千

年
前
／
前
期
＝
約
５
千
年
前
／
中
期
＝
約
４
千

年
前
／
後
期
＝
約
３
千
年
前
／
晩
期
＝
約
２
千

３
百
年
前�

※
大
湯
環
状
列
石
、伊
勢
堂
岱
遺
跡
は
後
期
の

遺
跡
に
当
た
り
ま
す
。�

▽
平
成
13
年
５
月
県
指
定
有
形
文
化
財（
考
古
）�

▽
資
料
／「
秋
田
の
史
跡
・
考
古
」（
秋
田
県
教
育

委
員
会
）、「
説
明
板
」 「
北
鹿
は
宝
箱
」ほ
か�

▽
紹
介
者
／
北
秋
田
市
文
化
財
保
護
審
議
委
員

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
照
内
捷
二�

ふ
る
さ
と
の
文
化
財

ふ
る
さ
と
の
文
化
財�

ふ
る
さ
と
の
文
化
財

ふ
る
さ
と
の
文
化
財�

ふ
る
さ
と
の
文
化
財�

13
�

  

県
指
定
有
形
文
化
財

　
　
「
白
坂
遺
跡
出
土
品
」�

所
在
地
　
北
秋
田
市
桂
瀬
字
柏
木
岱
１�

管
理
者
　
北
秋
田
市
教
育
委
員
会�

▲笑う岩偶

▲白坂遺跡記念碑

�

し
ろ
ざ
か�

　
青
少
年
育
成
北
秋
田
市
民
会
議

鷹
巣
支
部（
千
葉
文
吉
支
部
長
）が

主
催
す
る「
第
10
回
子
ど
も
た
ち
の

伝
承
芸
能
合
同
発
表
会
」が
３
月
７

日
、市
交
流
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
、

子
ど
も
た
ち
が
地
域
に
伝
わ
る
伝

統
芸
能
を
披
露
し
ま
し
た
。�

　
伝
承
芸
能
活
動
に
取
り
組
ん
で

い
る
子
ど
も
た
ち
を
激
励
し
、郷
土

の
誇
り
を
持
っ
て
も
ら
う
と
と
も

に
、健
全
な
成
長
を
願
い
、平
成
11

年
度
か
ら
毎
年
開
催
さ
れ
て
き
ま

し
た
。�

　
会
場
に
は
、招
待
さ
れ
た
市
内
の

福
祉
施
設
を
利
用
す
る
お
年
寄
１

６
０
人
を
含
め
約
２
９
０
人
が
来

場
、子
ど
も
た
ち
の
熱
気
あ
ふ
れ
る

演
技
が
披
露
さ
れ
る
た
び
に
、大
き

な
拍
手
が
沸
き
起
こ
り
ま
し
た
。�

　
出
演
し
た
の
は
、鷹
巣
祇
園
太
鼓

振
興
会
鷹
巣
中
央
小
学
校
チ
ー
ム
、

鷹
巣
南
小
学
校（
七
日
市
奴
踊
り
）、

綴
子
下
町
子
ど
も
会（
獅
子
踊
り
）、

竜
森
小
学
校（
上
舟
木
駒
踊
り
）の

４
団
体
。今
年
度
で
閉
校
す
る
竜
森

小
学
校
は
、同
校
と
し
て
最
後
の
出

演
に
な
り
ま
し
た
。演
技
終
了
後
、

出
演
し
た
子
ど
も
た
ち
が
会
場
の

皆
さ
ん
一
人
ひ
と
り
と
握
手
を
し

て
回
る
と
、思
わ
ず
、涙
を
流
す
お

年
寄
り
も
み
ら
れ
ま
し
た
。�

�

▲４団体が出演した第10回子どもたちの伝承
芸能発表会。今年度で閉校となる竜森小学校（写
真下）は同小としては最後の出演となりました

力
い
っ
ぱ
い
郷
土
芸
能
を
披
露�

第
10
回
子
ど
も
た
ち
の

　
　
　
　
伝
承
芸
能
合
同
発
表
会

鷹巣南小「七日市奴踊り」

竜森小「上舟木駒踊り」
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■公民館�
北秋田市中央公民館　　a62－1130�

【ロビー展】中央公民館「七宝焼き工房」�

▼３/27（金）～29（日）第４回北秋田

市美術展覧会＝9:00～17:00（29日は

16:00まで）�

合川公民館　　　　　　a78－2114�

【ロビー展】てまりの会�

▼３/16（月）第３回合川ろばた講座

＝13:30～15:30�

▼３/22（日）日本語教室「お楽しみ交

流会」＝13:00～16:00�

森吉公民館　　　　　　a72－3259�

【サロン展】定期講座「リメーク手作

り小物講座」展�

▼３/28（土）浜辺の歌音楽館少年少

女合唱団「スプリングコンサート」＝

13:00～15:00�

�

阿仁公民館　　　　　　a82－2220

【ロビー展】墨彩画（ぼくすいが）�

▼３/17（火）・18（水）エコクラフト＝

9:30～15:00�

▼３/26（木）フラワーアレンジメン

ト＝13:00～15:00�

■文化会館�
▼３/21（土）おはなしでてこい＝

14:00～�

■スポーツ�
▼３/16（月）・23（月）硬式テニス教室

＝鷹巣体育館�

�

�

▼３/20(金）小林大二郎杯剣道大会＝

合川体育館�

■
北
秋
田
市
奨
学
生
を
募
集
し
ま
す

　
教
育
委
員
会
で
は
、奨
学
資
金
の
貸

付
制
度
を
設
け
、資
金
の
貸
付
を
行
っ

て
い
ま
す
。こ
の
制
度
は
、学
業
が
優
秀

で
あ
り
、経
済
的
な
理
由
に
よ
り
就
学

困
難
な
学
生
に
対
し
、貸
付
審
査
会
で

の
審
査
を
経
て
学
資
を
貸
与
す
る
も
の

で
す
。�

対
象
者
　
高
校
生
、短
期
大
学
生
、大
学
生�

申
込
締
切
　
４
月
30
日（
木
）�

※
申
込
書
は
、教
育
委
員
会
の
ほ
か
各

支
所
で
も
受
け
取
り
で
き
ま
す�

　
　
　
教
育
委
員
会
総
務
課�

　
　
　
　
　
　
　
　 

a

62-

６
６
１
６�

������

��

■「
世
界
の
太
鼓
」を
探
し
て
い
ま
す�

　
道
の
駅
た
か
の
す
内
に
あ
る「
大
太

鼓
の
館
」に
は
、ギ
ネ
ス
認
定
綴
子
大
太

鼓
を
は
じ
め
と
し
て
世
界
40
カ
国
以
上

か
ら
集
め
た
太
鼓
を
多
数
展
示
し
て
い

ま
す
。こ
の
た
び
、展
示
内
容
の
一
層
の

充
実
を
図
る
た
め
、皆
さ
ん
の
ご
家
庭

な
ど
に
あ
り
ま
す
世
界
の
太
鼓
の
寄
贈

を
募
集
し
ま
す
。�

募
集
期
間
　
随
時
受
付
し
ま
す�

募
集
す
る
太
鼓
　
世
界
の
太
鼓
で
あ
れ

ば
何
で
も
構
い
ま
せ
ん�

※
寄
贈
し
て
い
た
だ
い
た
方
に
は
、い

つ
で
も
大
太
鼓
の
館
に
入
館
で
き
る
無

料
入
館
証
を
発
行
し
ま
す
。�

　
世
界
の
太
鼓
を
お
持
ち
の
方
は
、是

非
と
も
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。�

　
　
　
商
工
観
光
課
a

62-

６
６
３
９�

お
知
ら
せ�

問

市民プールa６２－５００１

講習料

その他
プール受付で申込みのうえ、講習料を支払いください※印鑑
必要／講習料の他に毎回入館料が必要です（年間券・回数券
等も使えます）※一人各教室１回の無料体験ができます

各教室　月４回３，０００円　（入館料別途）

問

・屋内温水プール（25ｍ、歩行用、潜水用、幼児用）

・トレーニングルーム（ランニングマシン、各種ウエイトマシン）
北秋田市民プール�

初級水泳教室�

中級水泳教室

上級水泳教室

選手コース

水中健康教室

エンジョイアクア教室�

水中運動教室�

ダイエット教室�

シェイプアップ教室�

ボディシェイプ教室�

ボクササイズ教室

各10人�

各10人�

５人�

５人�

各20人

各15人�

10人�

10人�

10人�

10人�

10人

�

①14:00～15:00 ②19:00～20:00�

①14:00～15:00 ②19:00～20:00�

   19:00～20:00�

   18:00～19:30�

   14:00～15:00�

金19:30～20:15 日10:45～11:30�

   10:30～11:30

   11:00～12:00�

水10:45～12:00 木13:45～15:00�

   19:00～20:00�

   19:00～20:00�

４/2、9、16、23　 木曜日�

４/1、8、15、22　 水曜日�

４/7、14、21、28　火曜日�

４/3、10、17、24　金曜日�

火４/7、14、21、28  金４/3、10、17、24�

金４/3、10、17、24  日４/5、12、19、26  �

４/2、9、16、23 　木曜日�

４/7、14、21、28　火曜日�

水４/1、8、15、22　  木４/2、9、16、23�

４/1、8、15、22　水曜日�

月４/6、13、20、27　 木４/2、9、16、23

教　室教　室 開 催 日開 催 日 時 間時 間 定 員定 員

プ
ー
ル
教
室

プ
ー
ル
教
室

プ
ー
ル
教
室

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
教
室

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
教
室

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
教
室

月曜～金曜 10:00～21:00�
土曜～日曜 10:00～17:30

申

問

申

＝お申し込み　　＝お問い合わせ�申 問
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�

■
北
秋
田
市
健
康
ガ
イ
ド
を
配
布
し
ま
す�

　
平
成
21
年
度
の
成
人
・
母
子
関
係
の

各
種
検
診
、保
健
事
業
が
４
月
か
ら
開

始
さ
れ
ま
す
。�

　
各
地
区
の
日
程
・
検
診
の
詳
細
説
明
・

健
康
づ
く
り
に
関
す
る
保
健
事
業
の
紹

介
、介
護
予
防
に
関
す
る
事
業
の
紹
介
、

乳
幼
児
健
診
・
予
防
接
種
な
ど
の
日
程

が
掲
載
さ
れ
た「
北
秋
田
市
健
康
ガ
イ
ド
」

を
各
家
庭
に
お
配
り
し
ま
す
。�

▼
配
布
時
期
　
４
月
号
広
報
と
一
緒
に

お
配
り
し
ま
す
　�

　�

健
　
康 

　
保
健
セ
ン
タ
ー
a

62-

６
６
６
６�

問
ちゃん�

ちゃん�

ちゃん�

ちゃん�

ちゃん�

ちゃん�

ちゃん

佐藤しゅく

松井せりは�

小杉山ひろし�

鈴木こうた�

辻 さ き �

金 あ す み �

久光ゆいな

松ヶ丘�

木戸石�

長野岱�

米内沢�

阿仁水無�

本 城 �

三木田�

ちゃん�

ちゃん�

ちゃん�

ちゃん�

ちゃん�

ちゃん

松橋なのは

池田みのり�

菊地あいと�

後藤かなた�

北 林 こ こ �

柏木きょうすけ

米内沢�

松ヶ丘

阿仁幸屋渡�

下 杉 �

米内沢

本城御嶽�

むし歯のない子（３歳児健診）�

　４月１日から高齢者に対する配食サービスにつ

いて、次のとおり市内全地区において統一したサー

ビス内容となります。�

　（３月31日までは、従来の配食サービスです）

　
年
に
一
度
は
、自
分
の
健
康
管
理
・

健
康
づ
く
り
目
標
を
も
つ
た
め
に
も

検
診
を
受
け
ま
し
ょ
う
！�

①�

②�

③�

④�

⑤�

⑥�

講話「健康的に過ごすために」�

紙芝居「見て聴いて楽しもう」�

気軽にできる運動－１�

気軽にできる運動－２�

介護保険の勉強会�

移動予防講座～ひまわりの家�

４月10日（金）�

４月24日（金）�

５月15日（金）�

５月29日（金）�

６月12日（金）�

６月26日（金）�

開催 日 講座名

※⑥の講座において、ひまわりの家での入浴�
　料は自己負担です�

問 申

【対象】　おおむね65歳以上でひとり暮らしの方、

高齢者世帯の方、障害等により調理が困難な方�

【料金】　１食４００円（真空パック、弁当共通）�

▼例えば、朝・昼食を「真空パック」の配食、夕食を「弁
当」の配食、という自由な組み合わせもできます�

▼１食からの配食に対応できるなど、利用する日
や回数を、利用者のみなさんが調整できます�

◆市内全地区で「真空パック方式」、「弁当方式」
を自由に選択でき、両方の組み合わせもできます�

◆市内全地区で配食サービスを毎日利用できます�

新サービスは４月１日から利用できます�

「介護予防講座」（４月～６月）�

　講座は、４月から６月までの３ヶ月分をまとめ

てお申込みのうえ、ご登録をお願いします。�

共 通 事 項

【時間】 13:00～15:30　【場所】 げんきワールド�

【定員】 30人〔先着順〕　【費用】 無料�

【申込締切】　４月３日（金）�

※申込みの際は、お電話で【氏名】、【住所】をお知

らせください�

介護予防拠点施設「げんきワールド」a60-1335

■夕食のみが利用できます�

■毎日利用できます�

■市内全地区で利用できます�

■北秋田市社会福祉協議会が提供�
　弁当�
配食方式�

■朝・昼・夕食の３食が利用できます�

■毎日利用できます�

■市内全地区で利用できます�

■たかのす福祉公社が提供�

真空パック�
配食方式�

『食の自立支援事業』の
サービスを拡大します

新サービスでは�

問 申 高齢者支援課　a62－1112

自由に�
組み合わせ�
ができます�

自由に�
組み合わせ�
ができます�

ＮＨＫ受信料「家族割引」の範囲が拡大しました�

対　象　父母、学生、単身赴任の方など「離れて暮ら�

　　　　す同一生計のご家族」や「別荘、別宅」�

割引率　５０％（地上契約、衛星契約どちらも対象）�

（例）２か月払・地上契約のみ＝自宅2,690円＋割引先1,345円�

◎契約手続きの変更は、ＮＨＫ　x0120－151515
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INFORMATION お知らせ

＝お申し込み　　＝お問い合わせ�申 問

お
知
ら
せ�

■
Ｎ
Ｔ
Ｔ
東
日
本
か
ら
の
お
知
ら
せ

〜
電
話
工
事
を
装
っ
た
金
銭
請
求
に
ご
注
意�

　
今
年
に
入
っ
て
か
ら
県
内
に
お
い
て
、

不
正
な
電
話
設
備
工
事
で
代
金
を
請
求

さ
れ
る
事
象
が
発
生
し
て
い
ま
す
。�

　
こ
れ
は
、民
家
に
訪
問
し「
屋
外
に
あ

る
電
話
の
設
備
が
故
障
し
て
い
る
」と

し
て
設
備
の
点
検
修
理
を
し
、工
事
代

金
を
請
求
す
る
と
い
う
ケ
ー
ス
で
し
た
。�

　
同
様
の
ケ
ー
ス
が
発
生
す
る
恐
れ
が

あ
り
ま
す
の
で
皆
様
ご
注
意
く
だ
さ
い
。�

Ｎ
Ｔ
Ｔ
で
は
、�

▼
お
客
様
の
申
告
で
点
検
修
理
を
行
う

た
め
、了
解
な
く
訪
問
す
る
こ
と
は
あ

り
ま
せ
ん�

▼
現
地
で
工
事（
修
理
）代
金
を
請
求
す

る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん�

▼
訪
問
の
際
は
、「
社
員
証
」の
提
示
を

し
て
い
ま
す
が
、万
一
不
審
に
思
わ
れ

た
ら
、会
社
名
お
よ
び
担
当
者
名
を
確

認
し
、連
絡
く
だ
さ
い�

　
　
Ｎ
Ｔ
Ｔ
東
日
本
　
局
番
な
し
の「
１

１
３
」、携
帯
電
話
か
ら
は
a

０
１
２
０-

４
４
４-

１
１
３
、ひ
か
り
電
話
か
ら
は

a

０
１
２
０-

２
４
２-

７
５
１�

■
石
綿（
ア
ス
ベ
ス
ト
）健
康
被
害

　
者
の
ご
遺
族
の
皆
様
へ�

　
平
成
13
年
３
月
26
日
以
前
に
石
綿
に

よ
る
疾
病
で
死
亡
さ
れ
た
労
働
者
の
ご

遺
族
で
、時
効
に
よ
り
労
災
保
険
給
付

を
受
け
る
権
利
が
消
滅
し
た
方
に
は
、

特
別
遺
族
給
付
金
が
支
給
さ
れ
ま
す
が
、

請
求
期
限
が
平
成
24
年
３
月
27
日
ま
で

延
長
さ
れ
ま
し
た
。�

　
ま
た
、平
成
18
年
３
月
26
日
ま
で
に

石
綿
に
よ
る
疾
病
で
死
亡
さ
れ
た
労
働

者
の
ご
遺
族
で
、時
効
に
よ
り
労
災
保

険
給
付
を
受
け
る
権
利
が
消
滅
し
た
方

も
支
給
対
象
と
さ
れ
ま
し
た
。�

　
お
心
当
た
り
の
あ
る
方
は
、ご
相
談

く
だ
さ
い
。�

　
　
大
館
労
働
基
準
監
督
署�

　
　
　
　
a

０
１
８
６-

42-

４
０
３
３�

■
福
祉
保
健
人
材
セ
ン
タ
ー
で
は
、

「
求
人
・
求
職
相
談
」を
実
施
し
ま
す�

▼
場
所
・
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
秋
田（
秋
田
市
）

期
日
　
３
月
27
日（
金
）�

時
間
　
９
時
〜
17
時�

▼
場
所
・
県
社
会
福
祉
会
館（
秋
田
市
）

期
日
　
３
月
21
日（
土
）、28
日（
土
）�

時
間
　
９
時
〜
17
時�

　
　
秋
田
県
福
祉
保
健
人
材
セ
ン
タ
ー�

　
　
　
a

０
１
８-
８
６
４-

２
８
８
０�

■
パ
ソ
コ
ン
で
描
く
絵
手
紙
講
座�

日
時
　
３
月
21
日（
土
）　
10
時
〜
12
時

場
所
　
み
く
に
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
ス
ク
ー
ル�

内
容
　
ペ
イ
ン
ト
ソ
フ
ト
を
使
い
、イ

ラ
ス
ト
を
描
き
ま
す�

対
象
　
マ
ウ
ス
操
作
が
で
き
る
方�

参
加
費
　
１
７
０
０
円（
教
材
費
含
）�

定
員
　
10
人（
申
込
多
数
の
場
合
は
抽
選
）�

　
　
　
Ｉ
Ｔ
サ
ポ
ー
ト
秋
田
事
務
局�

　
　
　
　
　
　     

a

67-

６
２
４
３�

問

申

問

問

国
民
健
康
保
険
の
加
入
・
脱
退
は
必
ず
14
日
以
内
に
届
け
出
を�

届
け
出
に
必
要
な
も
の�

こ
ん
な
と
き�

国保に加入するとき�

★
加
入
の
届
け
出
が
遅
れ
る
と
、保
険
税
は
加
入
の
資
格
を
得
た
月
ま
で
さ
か
の
ぼ
っ
て
納

　
め
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。ま
た
、そ
の
間
に
か
か
っ
た
医
療
費
は
全
額
自
己
負
担
で
す
。

国保をやめるとき�

★
や
め
る
届
け
出
が
遅
れ
る
と
、保
険
税
が
二
重
払
い
に
な
っ
て
し
ま
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　
ま
た
、そ
の
間
に
か
か
っ
た
医
療
費
の
市
負
担
分
を
返
還
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

そ の 他 �

※
保
険
証
・・・【
②
国
保
を
や
め
る
と
き
】、【
③
そ
の
他
】の
場
合
、世
帯
主

　
が
理
由
に
か
か
わ
る
と
き
は
そ
の
世
帯
全
員
の
保
険
証
が
必
要
で
す
。

　
　
保
険
課

a

62-

１
１
１
８

問

問

ほ
か
の
市
区
町
村
の
転
出
証
明
書
、印
鑑�

職
場
の
健
康
保
険
を
や
め
た
証
明
書
、印
鑑�

被
扶
養
者
で
な
く
な
っ
た
理
由
の
証
明
書
、印
鑑�

母
子
健
康
手
帳
、印
鑑�

保
護
廃
止
決
定
通
知
書
、印
鑑�

外
国
人
登
録
証
明
書�

ほ
か
の
市
区
町
村
か
ら
転
入
し
て
き
た�

職
場
の
健
康
保
険
を
や
め
た�

職
場
の
健
康
保
険
の
被
扶
養
者
で
な
く
な
っ
た�

子
ど
も
が
生
ま
れ
た
と
き�

生
活
保
護
を
受
け
な
く
な
っ
た
と
き�

外
国
籍
の
人
が
加
入
す
る
と
き�

ほ
か
の
市
区
町
村
に
転
出
し
た
と
き�

職
場
の
健
康
保
険
に
加
入
し
た
と
き�

職
場
の
健
康
保
険
の
被
扶
養
者
に
な
っ
た
と
き�

国
保
の
被
保
険
者
が
死
亡
し
た
と
き�

生
活
保
護
を
受
け
る
よ
う
に
な
っ
た
と
き�

外
国
籍
の
人
が
や
め
る
と
き�

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
対
象
と
な
っ
た
と
き�

※
保
険
証
、印
鑑�

国
保
と
職
場
の
健
康
保
険
の
両
方
の
※
保
険
証�

（
後
者
が
未
交
付
の
場
合
は
加
入
し
た
こ
と�

を
証
明
す
る
も
の
）、印
鑑�

※
保
険
証
、死
亡
を
証
明
す
る
も
の
、印
鑑�

※
保
険
証
、保
護
開
始
決
定
通
知
書
、印
鑑�

保
険
証
、外
国
人
登
録
証
明
書�

75
歳
に
な
っ
て
対
象
と
な
っ
た
と
き
は
届
け
出
不
要�

退
職
者
医
療
制
度
の
対
象
と
な
っ
た
と
き�

市
内
に
お
い
て
住
所
が
変
わ
っ
た（
転
居
）と
き�

世
帯
主
の
氏
名
が
変
わ
っ
た
と
き�

世
帯
が
分
か
れ
た
り
、一
緒
に
な
っ
た
り
し
た
と
き�

就
学
の
た
め
、別
に
住
所
を
定
め
る
と
き�

保
険
証
等
を
な
く
し
た
と
き�

（
あ
る
い
は
汚
れ
て
使
え
な
く
な
っ
た
と
き
）�

保
険
証
、年
金
証
書
、印
鑑�

�

※
保
険
証
、印
か
ん�

�

保
険
証
、在
学
証
明
書
、印
鑑�

身
分
を
証
明
す
る
も
の
、印
鑑�

（
使
え
な
く
な
っ
た
保
険
証
な
ど
）�
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　万灯火は、本市の合川南地区や上小阿仁村など小阿仁川流域で古くから

行われている民俗行事。もともと、墓の前でワラを燃やし祖先を供養して

いたものを、祖先の霊を迎える道しるべとして小高い丘に集落の戸数だけ

ワラを束ねて燃やしたことが始まりとされ、その後、墓地のほか、山の尾根

づたいや沢づたい、あるいは川原にたいまつを灯して祖先の霊を迎える地

域ぐるみの行事になったようです�

　万灯火は、本市の合川南地区や上小阿仁村など小阿仁川流域で古くから

行われている民俗行事。もともと、墓の前でワラを燃やし祖先を供養して

いたものを、祖先の霊を迎える道しるべとして小高い丘に集落の戸数だけ

ワラを束ねて燃やしたことが始まりとされ、その後、墓地のほか、山の尾根

づたいや沢づたい、あるいは川原にたいまつを灯して祖先の霊を迎える地

域ぐるみの行事になったようです�

INFORMATION お知らせ

合川地区�
春彼岸の伝統行事

［金］ 

３�20

時間：18時45分～19時30分

場所：小阿仁川流域

時間：18時45分～19時30分

場所：小阿仁川流域
（県道鷹巣川井堂川線）

ま と び

※19時頃が見ごろです ●

●

●

●

〈案内図〉�〈案内図〉�

小阿仁川

鎌沢

西根田

合川支所東根田

三里
摩当

三木田
合
川
南
小

合
川
南
小
雪田

阿仁川

国
道
２
８
５
号

国
道
２
８
５
号

杉山田

芹沢

小阿仁川

鎌沢

西根田

合川支所東根田

三里
摩当

三木田
合
川
南
小
雪田

阿仁川

国
道
２
８
５
号

杉山田

芹沢

★

★

★

★

★

★

★

★
★

合川合川 万灯火万灯火

a78－2114合川公民館�

お問い合わせ�

ま と び

平成２１年北秋田市標準小作料�

　北秋田市農業委員会では、平成21年の

小作料の標準額を昨年と同額に定めまし

た。

　10アール当たり�

の小作料は次のとお�

りです。

※また、農作業標準賃金表は、後日、各農

家の方々に配布いたします。

◎お問い合わせ　　　�
　市農業委員会　a62-6609

【共済期間】　平成21年４月１日～平成22年３月31日�

※４月１日以降の申込みは、申込日翌日からの共済期間です�

【受付窓口】 生活環境課、各支所市民福祉課、秋田銀行、北都銀行�

◎お問い合わせ　生活環境課a62-1110　または各支所市民福祉課�

年間掛金 ４００円（１人）

入院（１日につき）・・2000円�

通院（１日につき）・・・800円�

死亡・・・・・・・・・・・100万円�

後遺障害・・50万～100万円�

交通災害共済

共済金内容

※入院・通院の共済金は、最低

　補償額１万５千円～最高20

　万円。通院１日でも請求でき

　ます。�

入院（１日につき）・・1100円�

通院・・・・・・・・・・対象外です�

死亡・・・・・・・・・・・・60万円�

後遺障害・・ 30万～60万円�

不慮の災害共済

年間掛金 ６００円（１人）
共済金内容

※入院の共済金は、最低補償額

　１万５千円～最高11万円。

　入院１日でも�

　請求できます。�

「 交 通 災 害 共 済 」�
「不慮の災害共済」�に加入しましょう�

Ａ地区田�

Ｂ地区田�

Ｃ地区田�

Ｄ地区田�

Ｅ地区田

19,000円�

15,000円�

9,000円�

7,000円�

5,000円

（基準収量570㎏）�

（基準収量540㎏）�

（基準収量510㎏）�

（基準収量480㎏）�

（基準収量420㎏）

標準小作料�
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INFORMATION お知らせ

国民年金保険料には�国民年金保険料には�

お
知
ら
せ�

�

■
市
交
際
費
を
公
開
し
ま
す《
２
月
》�

▽
慶
弔
費
６
万
円
　
　
　
　
（
５
件
）�

▽
会
　
費
６
万
２
３
０
０
円
（
９
件
）�

▽
そ
の
他
10
万
４
１
２
５
円
（
４
件
）�

▽
合
　
計
22
万
６
４
２
５
円
（
18
件
）�

※
交
際
費
は
市
長
代
理
で
副
市
長
等
が

出
席
し
て
い
る
分
も
含
ん
で
い
ま
す
。�

■
入
札
結
果
の
公
表
《
２
月
》�

《
２
５
０
万
以
上
の
契
約
状
況
》�

　
北
秋
田
市
役
所
前
田
出
張
所
改
修
工

事
▽
１
１
３
４
万
円
▽
秋
田
土
建（
株
）

／
前
田
基
幹
集
落
セ
ン
タ
ー
解
体
工
事

▽
１
３
２
７
万
２
０
０
０
円
▽
池
田
建

設（
株
）／
都
市
計
画
道
路
太
田
川
口
線

改
良
工
事（
第
２
期
）▽
２
２
３
６
万
５

０
０
０
円
▽（
有
）松
尾
土
木
／
鷹
巣
南

小
学
校
倉
庫
建
設
工
事
▽
３
１
８
万
１

５
０
０
円
▽（
有
）堀
内
工
務
店
／
面
整

備
工
事（
合
川
処
理
区
そ
の
３
）▽
４
８

８
万
２
５
０
０
円
▽（
有
）宗
和�

　退職（失業）の理由等により国民年金の
保険料を納付することが困難な場合には、
申請により保険料の納付が免除される「特
例免除制度」があります。�

�

国民年金からのお知らせ�

　写真のように、新聞紙で包ん�
だり、レジ袋に入れて出すケー�
スがありますが、その必要はあ�
りません。�
　過去に「割れ物は新聞紙に包�
んで『危険物』と書いてくださ�
いと指導した時期がありました�
が、中身を取り出すときに返っ�
て危険と手間が伴いますので、そのままコンテナに入れてく
ださい。（コンテナの穴からこぼれるような小さな破片等は、
一緒に出す空き缶などに入れてください。）�
�

◎お問い合わせ　生活環境課　a62－1110

「金属・危険なごみ」の出し方について�
鷹巣地区の�

退職（失業）による�
特例免除制度があります！�
退職（失業）による�
特例免除制度があります！�

メリット１�

保険料を一部納付したのと同じ�
▼免除期間の年金額の計算は、保険料が
納付された場合と比較して１／３です。�

メリット２�

万が一の際にも確かな保証�
▼病気や事故で障害が残ったときの障害
年金や、一家の働き手が亡くなったとき
の遺族年金など、免除承認期間について
は支給対象の期間とされます。�

メリット３�

本人所得を除外して審査�
▼特例免除とは、通常であれば審査の対
象となる本人所得を除外して審査を行い
保険料の納付が免除されるものです。�
（配偶者、世帯主に一定の所得があるときは保険

料免除が認められない場合があります）�

問 鷹巣社会保険事務所　a62-1497

　特例免除は、申請する年度又は前年
度において退職（失業）の事実がある場
合に対象です。�
　保険料免除の申請は、住民票のある
市町村役場へ「国民年金保険料免除申
請書」を提出してください。�
　また、この特例免除については、配偶者・
世帯主が退職された場合にも対象です。
（申請書は市役所保険課、又は社会保険
事務所にあります）�

手続き�

①年金手帳または基礎年金番号がわ
　かるもの（納付書等）�
②認め印（本人が署名する場合は不要）�
③退職（失業）をしたことを確認でき
　る公的機関の証明の写し�
（雇用保険受給資格者証、離職票等）�

■手続きに必要なもの�
「ごみカレンダー」の訂正があります�

３月30日（月）、「燃やせるごみ」出せます�

３月31日（火）、「燃やせるごみ」出せます�

■南鷹巣、沢口、七日市、緑ヶ丘、蟹沢地区の皆様へ

■七座、坊沢（緑ヶ丘、蟹沢を除く）、綴子（高野尻、�
　 掛泥、太田屋敷後を除く）地区の皆様へ

汲み取り料金の改定をします�
　し尿汲み取り料金は、平成８年の改定以来、
13年間据え置かれてきましたが、近年の汲み取
り量の減少などによる社会情勢の変動により、
平成21年４月から次のとおり改定されます。�

※３月中に汲み取りを希望する方は、３月25日
（水）まで業者に連絡してください

３月31日まで　　６円（１リットル）�

４月１日から　　180リットルまで1,260円�

180リットルを超えると、７円（１リットル）�

鷹巣地区のごみ収集業者が変わります 

４月１日から�■鷹巣地区ごみ収集業者　吉田工務店�
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人口と世帯数�

※２月28日現在住民基本台帳による

総人口　38,339人（26人減）
　男　　18,077人（９人減）
　女　　20,262人（17人減）
出　生　14人　転　入　54人
死　亡　57人　転　出　37人
世帯数  14,660世帯（14世帯減）

前月比�
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▼診療の対象となるのは応急の診察を要する
方です。仕事や職場の都合で夜間診療を受け
る場合は、診療に応じかねます。▼往診はし
ていません。年齢・病気の病状にかかわらず
事前に当番医へ電話等でご相談ください。

夜間当番医（　）日程表�夜間�
診療�

（診療時間 午後６：３０～９：００）
日
16
17
18
19
20
21
22
23
24
25
26
27
28
29
30
31

曜
月
火
水
木
金
土
日
月
火
水
木
金
土
日
月
火

電話番号
60－1055
63－0515
62－1210
82－2351
63－2700
69－7311
62－2882
62－1146
62－1101
63－0105
62－1155
62－1400
62－1455
78－3338
78－3161
62－2261

医 療 機 関 名
うえだクリニック
遠 藤 ク リ ニ ッ ク
鷹 巣 病 院
阿 仁 病 院
たむら内科クリニック
児玉内科クリニック
藤 原 医 院
奈 良 医 院
盛 岡 外 科 医 院
佐々木産婦人科医院
近 藤 医 院
石川耳鼻咽喉科医院
北 秋 中 央 病 院
疋田外科内科医院
国民健康保険合川診療所
津 谷 内 科

４月から「広報きたあきた」は、�
毎月１回の発行に変わります�
　市では、平成21年度から広報「きたあきた」
の発行を、従来の月２回から月１回の発行
に変更します。今後も皆さんの生活に役立
つ情報や身近な話題を掲載していきます。�

発行回数　毎月１回（年12回）�
発 行 日　毎月１日

平成21年�
４月から�

発行回数　毎月２回（年24回）�
発 行 日　毎月１日、16日

平成21年�
３月まで�
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100歳おめでとうございます！�

明治42年３月５日生まれ
土佐 善助 さん（舟場）

ぜんすけ
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４月１日から市役所の機構が変わります�

　市では、行財政改革を進めるため４月１日付けで大幅な機構改革を実施します。そのため、本

庁舎及び分庁舎、３支所の各部署の配置が従来と比べ大きく変わります。なお、詳細については、

この広報と同時に配布するチラシに掲載していますので、そちらをご覧ください。�

　主な変更点は次の通りです。�

■合川、森吉、阿仁支所を総合窓口センターとします。また、本庁舎に総合窓口課を設置します�

 ※窓口で住民登録や納税、各種使用料納付、年金等の手続き、建設、農林関係事務の取次ぎ事務を行います�

■現在分庁舎（旧社会保険事務所）にある建設部と産業部を森吉支所に配置します�

■本庁舎にある税務課が分庁舎に移動します�

総務部（総務課・総合政策課）
財務部（財政課）
市民生活部（総合窓口課・生活課）
健康福祉部（福祉課・高齢福祉課・医療推進課）
会計課・農業委員会事務局・選挙管理委員会事務局�
監査委員会・議会事務局�

税務課（財務部）
　分庁舎�

教育委員会事務局
（総務課・学校教育課�
　　　　・生涯学習課）

　中央公民館�

　本庁舎�

総合窓口センター
産業部（農林課・商工観光課）
建設部（都市計画課・建設課�
　　　　・上下水道課）�

総合窓口センター

　森吉庁舎�

　合川庁舎�

総合窓口センター
内陸線再生支援室（総務部）�

　阿仁庁舎�

　市民班では、戸籍、住民基本

台帳、印鑑登録、税務諸証明、

市税・国保税等の収納、等の受付、

取次ぎ業務を行います。�

　生活班では、上下水道や農

林関係、建設関係業務の受付、

取次ぎを行います。総合窓口

課生活班も同様です。�

　体育館、地区公民館、保健セ

ンター、病院、診療所等では大

きな変更はありません。�

総合窓口センターの�
所掌事務について�

各施設について�

●お問い合わせ

　総合政策課　a62-6606

主な配置部署�
�※詳細は別添機構図参照�

※産業部は３月23日、その他の部署は３月30日から新体制で執務開始�※産業部は３月23日、その他の部署は３月30日から新体制で執務開始�
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